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例 言

1 本報告書は、平成16-17年度に実施した戦争遺跡詳細分布閥査（八煎山諸島地区）の成果を収録した

ものである。

2 本布菜は、文化庁からの補助を受け、沖縄県教育委員会が行ったものである。関査は県立埋蔵文化財

センターが主体となって実施した。

3 執筆者は次のとおりである，また、編集作業は山本正昭 ・伊波直樹を中心に又官純子他の協力を得て

行った＾

山本正昭第 1f,t、第4章第 1節14、17、19、25、26、第3節8.第5t;i 

伊波直樹 第2京、第3章、第 4漱第 1節 1-24、第2節、第 3節1-7

4 本報告むに使用した地形図は、国土地理院（平成15年4月1日）発行の1/25,000を複製、使用した。

5 附図（遺跡分布図）には、踏査で確認されている戦争に関連する戦前期の記念碑等も戦争遺跡として

プロットした。

6 本鴻査において、八重山詰島地区各市町教育委員会、地域史協謙会機閑及び閥係者等の協力のもと、

円消な閲査を実施することができた。特に記して感謝を申し上げます。

7 本躙査で得られた実測図、写兵などの資料はすべて沖縄県立埋蔵文化財センターに保管してある。

8 本報告苔第4敢の各迫跡の種別と形態は次のとおりである。

即り ：住民避難、陣地、記念碑等、砲台、トーチカ、交通閥係、監視哨、秘匿壕、機関銃壕、掩体壕、

兵含、政治 ・行政、不明、その他

形態 ：自然磁人工壕、構築物、建造物、碑銘、不明、その他

※本報告苫では、主として軍事目的に建築または土木工事を行った構造物を構築物とし、軍庫目的以外の

ものを建造物とした．
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序

本報告苗は文化庁からIii暉補助を受けた沖縄県戦争追跡詳細分布調査

のうち、平成16年-17年度に実施した八巫山諸島地区における成果をま

とめたものであります。

本県は去る沖縄戦において県内各地で多くの一般市民を巻き込んだ激

しい戦闘が展開され多数の雑い命や財産が{ifわれました。沖縄賭島及ぴ

宮古 ・八重111諸島の島々には、この戦争に関辿した多くの梢造物や遺構

などが残されています。

平成10年度より開始された戦争逍跡詳細分布甜査はこれまで 「南部

編」、 「q・1部編」、「北部紺」、「那覇市及び周辺離島紺」、「宮占諸島紺」と

5lfltの報告古が11J行されており 、本報告書fl]行をもって本事業は終了し

ます。

本市業 7年間に裕栢された詳細分布調査の成果は、戦争逍跡の史跡指

定に向けた基礎臼料として活rnされていくとともに、戦争迫跡を池域の

文化財として保存検討するための資料と して、諸開発ギ業との協議隅撒

や地域学習における歴史 • 平和教脊としての教材として役立つものと考

えています。

本報告書が文化財保護思想の牲及啓発や地域文化財への関心、並びに

沖縄県の歴史に対する埋W(と認識を深めるために、多方面に御活用いた

だけれは幸いに存じます。

却毛になりましたが、今回の爛宜およびこれまでの沖縄原戦争逍跡詳

細分布潤介において現地濶査並びに報告吉作成にあたり、多大なる御指

禅御協）」を賜りました文化庁をはじめ、関係市町村教育委貝会などの各

位に対して深く感謝,,~ し上げます。

2006年（平成18)3)」

沖縄県立埋蔵文化財センタ ー

所 長 出 場 消 志
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2 本1澤は、文化ri'からの補助を受け、 沖縄貼教行委員会が行ったものである。潤在は県立埋蔵文化財
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第 1章調査の概要

第1節 調査体制

現地糾在（平成16年疫）から柑料泣理及び囀if'l也の111行（平成17年度）まで、 ド記の体制で実施した。

また、八ifi山地城の各rf;PIJ教育委n会、沖純 ・八>ff.11.J文化研究会及びl対係者からの協力を随11.,・f.れることが

できた。

~2004年度 （平成 16) の渕在体制

事業主体・・・ 沖縄県教脊委貝会

教脊長 山内彩

県教rnr文化課課長 名嘉政修

，， 課長補w 土地奉顛、T木良芳範

記念物係長 島袋洋

,, ,,'!/-1'り員 屯 11 料

調査主体・・ ・沖純l附:,:湘蔵文化財センクー

所長 、如(!I.ii浄

調査事務

副）祈投兼庶粉課課長

庶務課 U1
，'主 ~i

調査総括

潤布課課長

調査員

専門負

調査補助員

文化財閲五駈託H

u 2005年度（平成17)の沿1査体制

事業主体 ・・・沖縄県教脊委只会

赤嶺正幸

比嘉美佐子

西江幸枝

盛本勲

山本：,Ell/-l 

伽皮直樹、崎原恒寿、喜多亮,ifi、片堪：竹又、

仲宗根甜，ii'r.','-{城余糾

教育長 fill宗根用炎

県教脊庁文化課諜長 T木良芳範

，、 諜必補佐 ｝，•，晶袋部蛉浜文秀

記念物係長 盛本鼎

， ',,  専I'りQ 中1l1 晋

調査主体...沖縄県如連該文化財センクー

所長 LFL屈油，li

調査事務

副所長兼庶務課課長

庶務課主任

庶務翡ぼ事

赤嶺ii'幸

比茄芙佐了・

1tilH恵箕了
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調査総括

漑忙諜諜長

調査員

潤査課Wl"l貝
潤在補動目

C 開洒指導及び漑代協力

岸本義彦

山本正昭、伊波直樹（臨任）

喜多芥輔．久目弥贔i

城mJ良昭 沖縄殷平和祈念賓料館中脊

人田静男 石J且市教＃委目会文化渫課長

lヽ、地 傑 文化財係長

山「l栄 —~ 主ホ
H1f栄,¥'/j 主事

松島昭司 ，， 総務課課長

石垣内佳 石垣市立八頂山hり物館館長補佐

通 ~i~孝作 竹布町!SJ史編抹室係及

仲盛敦 竹‘ぷ町教fJ委貝会生涯学ヤ／課主事

束小浜功尚 ・り那l壬lfllJ教育委貝会総務課課長

貶柑｛和1典 教有課文化財係

斉藤二行 独立h政法人囲際腹林水産業研究センクー沖縄文所庶務課課・屈

大17i岱生

立ni元f.J 石坦島地Ji気象台総務課課此

崎原毅 南1笥民俗l.'I料館館長

島仲(,{良 新城公民館館長

石垣令岨 沖縄県文化財保破指導伐

渡l寸政春 竹富町寸．船浮小学校教頭

嘉手苅徹 沖縄県文化根躾会公文山笠理部史料編森奎

霧生J/釦古邸 宕占島慰鉗碑保什会会長

石桓久雄 h垣rti文化協会市務In)長

cl 1111き取り閲介協力者

大浜敏大

宮彩きよ

池l刈 i','i

池llm 了・

池田慨古

粟野ユリ

渡真利志保+

Ill底敏

小泊勝義

久田K明

沖純lり培教戦貝紺合）＼重山支部囚記・長

竹窪~J熙島"{ff主

与那国民俗資料館館」女

竹窪町内必大/Jj!在住

船浮而表館館長

竹郎町西幻暉在住

竹ぷliJ西表上1i?-在fl
右垣111平得在11

Mfi1l1文化研究会会H
沖縄 ・八重山文化協会会Q
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庶務課会~,係長

訂料整理作業貝（五十 t-;•顧）

池))ii直美、佐藤H)J炎、新垣ますみ、訂城理也子、典古Ill愛

i-'f料招理作業協力者 (Ii-I消f・)頓）

新坦禾,1w,~ 、 上原美穂7- 、 大村r1-,美子、荻堂さやか、久保田打美、国場のりえ

崎b記癸n子、平良投子、比嘉孝-f・、比嘉登芙子、講久村泰＋、又，'i純子

第 2節調査経過
今凪1の分布間森は、咽 8年度からけり始された本>fl業のうち、八而IJ諸島地区3市町を臥1在対象にしたも

のである。2004年度に辿跡の分布状況やその範岡確認を行うため、表面陪介を主体に実測溝査、 11りき取り

潤付などをtiい、2005年疫にその資料整理及び補足潤代を実施した。年度ごとの概嬰は以Fのとおりであ

る。

-2004年度 （平成16)-

これまで八田山話島地区については、体系的な戦争迫跡数についての把握がなされていなかったことか

ら、各市町教育委日会を経由して各+1・1治会に戦↑追跡に関するアンケートを送,,,した。

それらの回答及びギ前に当センクーが把捉していた追跡佑報をもとに、5.6月に石垣島、 西表）ふ、9 

-12)1に先の2島と周辺離／』の現地潤脊を行った。現地甜代では戦争迫跡の所在賄認周辺迫跡分布図作

製、迫構図作成、記録写兵揖影、 rillき取り閥介を実施し、 Jせ「（山諸島地区において約111ヶ所の戦争追跡

を確認することができた。

-2005年度（平成17)-

2004年度の潤介成果の沼料整理を行った。 特に聞き収り~~11を実施 した戦争迫跡については、その内容

を各市町教行委貝会文化財担当課及び地域史担当者と共に現場確認を実施し、戦争迫跡の情報の補瑣を行

った。特に必喪な戦争迫跡についての追構l叉1韻9凪、記録写真船彩を補足甜在として 2週間、実施した。

- ~-



第 2章 地理的・歴史的環境

第 1節地理的環境
木報告掛における潤査対象地域である八頂山li/1島地にとは、八重山郡に屈する 3市町 （イ一i厨市・竹貨町・

与!Iii住11a「)を指すものである。現行の行政区域において括ったひとつの糾森対線区域であるが、各域によ

り地刑的印税が異なるため、ここでは石垣市（石垣島） 、 1'.f'~町 （竹貨島 ・小浜島 ・ 出凶 • 新城島 ・波!!(!IMI

r.:,. 西表島 ・鳩Ill]屈）、与1m1川町 （与那国島）で戦1遺枡の分布状況が確認できる烏についての概要を述べ

ることにする。

石坦島は沖縄本烏那覇市の1対西約110kmに位骰する周囲約160血の島であり、一島すべてが石虹市に屈す

る◇凶Q)地形は、 l?.Y1り形状の土部を中心に北東に'I'・久保半島が、北Vりに届良部半島と川平半ぬがのびる。

l記した諸半烏とt部の,,,央北部、南西部は山地が分，(fi し、最ばi点は ,1凍•北部の於9交登岳 (525.8m l で県

内の泣晶椋店である。 地形的には1.I雌 • 海m笈ri-.. 低地の三つに大別される。地質的には全体的に見ると

半局部を含む111地は火111岩類、洵Jr!段丘 ・ 低地は第四紀更新 litの琉球石灰店と l•ll'iti隅群からなる 。 段 r,·.面

ではサ トウキピ灯II・バイナップル畑 ・牧体地などに利）IIされている。人口の大部分が南部の市街地に庄巾

しており 、）＼頂山諸局の政治 ・経済 ・交通の小心となっている。

竹函｝』は石坦1;~の南西約 4kmに位誼する 、 J/illl~9 kmの低l・な励で、東Jjにやや突出した桁Ir!形状をなす。

地質ぱ第四紀更新世の琉珠石灰府が大部分を占めており、，,;,¥の周圃は珀瑚礁が発述している。島の1[1央に

集落が所れし、 1りながらの集落景観をとどめている。

小浜島はじMt~の西約15kmに位四し、周囲16.5kmの島である。地形は北西 南東Ji向にくびれのあるci,

部と、その中間部から西に 'l'icJ部がのびる。版森点は中央北部の人岳の99.2mである。島の地灼は八重111

胡島に分布する代よ的な地州がすべて分ィhしている。佑落は中央部にある村内と半島部の先端にある細的

の2ヶ所で、1+i東部には島の面h'Iのおよそ石分の一を占める広大なリゾート地がある。

焦島は石坦Bの南凸約16tmに位硲し、周囲12.6kmの島である。南側を頂点とする三角状で、ほとんどが

椋高10m以下の平坦な地形となっており、地質は第四紀更新世の琉球石灰岩からなっている。払落は島の

北海岸、内海岸、中央部に5ヶ所）ifr.(+: して

いる。片から裕産来が盛んで、島の土地利

用はほとんどがlク:JIii牛の放牧場に,fl)Jllされ 第 1表 八重山諸島地区の人ロ・世帯叡・面積

ている。

新｝成烏は黒島の南幽4kmに位罰する、上

地 ・下地ー島の総称で、俗にパナリ（離れ

の応）とも＼ヽわれる。地形は北側の t地は

周匪6.2km、蚊凶点13mの長ガ形状、卜地は

周囲4.8km、最沢j点20.'Irnの楕l'JJ杉状で、地

即ま二島とも第1!Y紀更新世の琉耕イゴ灰むか

らなっている。集落は上地が西洵1,1巾部に

所在し、 卜地は現在其落はなく島全体が1対

川牛の放牧場となっている。

波照11¥JJ:;¥は石坦島の南丙約51kmに似げし、

竹・人島としてはn,i.最南端の島である。地

形は東西に長釉をもつ栢円形をなし、f.'/ll!II

14.8km、伯腐点は液照r,q;tl合があるI杞央部束

守りの59.5mで低平な地形であり、地質はほ

ぼ全殿が第1!Y紀史新世の琉球石灰岩からな

市町村名 島名 人口（人） 世滞数(llt僭）f(jj積(k命

“坦市 石Jri島 46,702 19,741 222.85 

竹'~I町 343 172 5.42 
小浜島 553 299 7.82 

焦島 221 122 10.02 
新城島 (I:地） 5 5 I 76 

竹冗町 新城島げ地） 2 2 1.58 

波懇間島 595 261 1275 

柏間ぬ 65 39 0.96 

西表島 2,272 1,184 289.27 

竹・r,;irrnt 4,056 2,084 344.01 

与那国町 与那I士I島 1.755 758 28.84 

八豆山地区計 52.513 22,583 595.70 

僅） 人口及び世符数については、l',¥令i_ltil閥絡部総JI・謀「沖縄貼人口移
動報臼肉」による

cm血偵については.[!;]土父通省閃+.J也門院 'f成 16年度全1,1屈迫府
rt, 引区町村別,ni積潤Jによる

っている。梨落は,,,央部西寄りに 5ヶ所所-1£している。1¥i十字星が見える島として知られ、 1994年（平成6)

には星窄観察クワーが開設された。

酉J;.島は石厄J;jの西約20kmに位骰し、周囲約130kmで県内では沖縄本島に次ぐ規校をもつ島である。地形

的には局の大半を占める山地 ・汁りが段Ir.・低地の三つに人j)ljされる。地1'[的には、 111地は砂れを I:とする

新第竺紀中新flt.の）渾山約群から、海Ji-'.段丘 ・ 低地は第四紀更新世の琉球石灰岩と国v!t~si,trからなる U 船
落は海岸沿いに、島の南東部から西側にかけてill(:{.(している。島の大部分が亜熱常のジャングルに)'(jわれ、

イリオモテヤマネコなど負屯な動植物が生息することから、国立公園にも指定されている。

鳩IIり島は西法島の北匹約5kmに位硲する、1訓）11.113.Skmの低平な烏である。地形は北西一南東}jj,rJにJ姓lhを

もつ桁I』)形状で、地質は第Vり紀史新世の状球石灰岩が人・部分を占めている。集紹は南部にある鳩間のみで、

近年過疎化が深亥ifな問題となっている。

与那厄l島ぱふ坦島の凸約130kmに位四する 、「1本贔曲端の島で、ー島で与那陣Ifを構成する。地形は東西

にのびた六角形状をなし、）甜叫約28km、最甜点は中央やや東寄りにある宇良部品の231.2mであり、斤駿 ．

籾＃段丘 ・低地に屁分される。地伐は砂岩と泥岩の万脳からなる新第三紀中新世の八重山脳群と、第1月紀

史新世の珀球石灰岩がほとんどである。梨落は北側の祖納、内瑞に久部良、南側に比川の3染落で、祖納

には町役場をはじめいくつかの公共機関がある。島の約110km西には台洛島があり 、年に何度か気象条件の

ょ i ヽ El に ,~1島が見られる。

与那国島

↓ 
専祈第二糸紗'll 田且斬雰丑系花伽閂和石

巨 ;';'lo界和1、片粁 Eごl.:-rt系-,•;筍そ系石灰l'./

ば第二系火咸r凜 巨ZI卯t界千如'/

波開問島 四第四糸m撹績積物 認，1;'l1況 粁質)'/li

疇 戸筍匹ふffl紅ぽ,.,

〇 鳩間島

臭 浜ヽ島

新城島彦

⑤ 

第 1図 八重山諸島の地質図 （角川l1f店 1986年）
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第 2節歴史的環境
この節では本閑査地区である八頂山話島地区を、先史時代から現代に歪るまでの歴史((.J(J;i況について述

べることにする。なお、戦時中の状況においては、別項で述べることにする。

八屯山諸島は北東に位骰する宮古諸島を含むいわゆる先島諸島に駈する。その歴史は先史時代において、

即流球屈と呼ばれ、木士の縄文 ・弥,,こ文化の影笞を受けている北琉球圏 ('~芙 ・沖縄祐島）とは沢なり、

台浩や東南アジアなど南方諸地域に影響を受けている文化ではないかと考え られている。このため視研究

段階において、南琉球圏の時期区分は仮の先島編年が用いられ、前期 ・後期に区分される。先,:以先史時代
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第 2表八重山地区駐屯部隊

部隊名 所屈 部隊長（陪級） 兵n数 到抒8 駐屯区械

独Tl.混成第45旅団司令部 陸軍 宮的武之（少将） 255 1944.8.23 
八,r,:ir,農学校

一於茂1肝岳

第128野戦飛行場設定隊 陸軍 Iii山新右術門（少佐） 165 1944.6.11 白保飛行場

第69飛行場人隊 陸箪 浅沼紀平（少佐） 598 1944.8 3 白保飛行場

独立歩兵第271)(秘 陸軍 宮田金吊（少佐） 570 1944.8 23 バンナ伶南麗

独立歩兵第298大隊 陸軍 毛木118(少佐） 610 1944.9.14 宮良牧均

独立歩兵第299大隊 陸軍 裔木泊太郎（大尉） 613 1944.9 19 名祓

独立歩兵第300大隊 陸軍 滝口武臣（大尉） 613 194-1.9.14 於9箕登岳

独立歩兵笏301大隊 駐軍 阿部繁（人尉） 620 1944.9.14 川原

独立浪成第45旅団T兵隊 陸軍 大藤芳久（大尉） 180 l四 914 開南

第506特設苔備T.兵隊 駐'.if( 裔良鉄夫（人尉） 930 編入B1944.9.16 白保飛行場

特設碧俯第226巾隊 飩軍 又吉嘉英（巾尉） 126 編人1:11944322 シーナ

特設菩俯第227中隊 騎軍 ::: 木毅行（中尉） 126 編人1:119443.22 山田原

船浮嬰窄並砲兵述 西表船浮→石
,n砲兵第8述隊 陸軍 人野大二lll(中佐） 230 隊を19445 15改称、

垣島
闘年9.8石J~ヘ

船浮陸軍病院 陸軍 池田勲二(WI使人→尉） 23 紐入日 1944.3.22
酉表船浮→石

用i:.

第128師団第3野戦糾院 陸軍 横井忠椿（軍医大尉） 180 編入n1944_11.3 平符

独立自動車第284中隊第JI]ヽ隊 陸軍 中川徹（中尉） 55 1944.8 23 白水

要塞建築勤務第8中隊第2小隊 陸可（ 小野司ー（少尉） 120 紺入B1944.3.22 石Jij島

陸上勤務第109巾隊 陸軍 山所正治(111尉） 175 紺入111944.713 大川

特設水上勤務第101巾蘇 f.f. 軍 111「l亥＝郎（ヽ,,凶） 235 石斤

独立第4替戒隊 陸軍 柴田鎖（中尉） 55 

第4祖撃椋第4中隊 桟軍 今村武秋（少尉） 402 西表島

独立機関鋏第19大保 陸軍 小ぬ滅（大尉） 324 1944.10 前勢岳南焚

特設第48機閑砲隊 陸軍 桜）I'元三郎（大尉） 98 1944.11.4 平得飛行場

宮古島窓兵分科の一部 陸軍 足立茂樹（少尉｝ 7 

船舶通信連ほ第2大骸第2中隊 陸平 泣野囮郎（少佐） 不明

第28師団通侶欣 陸軍 八木市城（大尉） 118 1沖、大俣原

船舶t兵第23連隊第1中牒 陸可 肥田木稔（少尉） 34 抒野城

第32野戦貨物駁 陸軍 西尾盛正（主大尉） 24 紺入Cl1945.1.4 大川

石9可島海軍脊l!l骸 洵軍 井上乙彦（人佐） 1,800 1944.12 バンナ岳祝

第951空石垣島派逍隊 海軍 観音寺il'.(特中尉） 150 平嘉名飛行場

第323設符隊 海軍 大森緊樅(=Ii大tM) 550 'VfG飛行場

第16.5防空隊 海軍 佐々木拾次J'.ll{特大尉） 不明 平符飛行鳩周辺

第19総rrs隊 海軍 大河原茂災（大尉） 179 1944.12.11 川平洛

策2:1策i-Y'骸 洵軍 lJ田稔（大尉） 184 19441211 官良

第26復洋隊 海軍 引野祐二(rl,tr:I) 不明 1945.1.20 小浜島

第38視洋隊 洵軍 旅井理斗リj(中尉） 不明 1945.1.18 宮良

（注） *~Ii瀞も放栄* r伍釦＆防衛戦火Jcmo年）及び石逗ポ火編集屯*r叩民の戦吋・戦後体験記録 第2集」(I潤4年）し
培づき作成した

（注） 表内の部隧技の氏名・閉級は1945年（昭租l20),1月IA'"il⑪/I)ものである。

（注） 紺入11は、第32,l{隷 F編人の大陸命の兌令Hを示す
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第 2節八重山諸島の沖縄戦の展開
l!J44{p (昭,/'1119)10月10日、米甲艦載機によるいわゆる 「-I・・I・空製」は南西諸島全域が空襲され、八

頂111諸烏も例外ではなかった。石垣島では10月12FI、初の空呪を受け、 翌13Uには与那I和島の久部良集落

が空製により 106戸が全半壊する被也を受けた。翌年の1945年 (II財1120)には 1月 3日から 3月末までに米

ii(機による空殷が約20回以上行われ、石垣島 ・与那国品がじな椋的となった．その1軋八重山旅団は 「乙

号戦備」（敵の空製や砲撃の可能付がある場合の準備体制）を下命し、駐屯部隊は陣地の構築を加速させて

いった。また住民の防空壕 （避難壕）づくりも本格化し、旅団が衡秘に住民避難計両（主に石坦島は島内

の山岳地帯へ、周辺離島は西表/;.¥への避難。その他に本 l:や台i弯への疎開もあった）を作成するなど、い

よいよ軍自民あげての戦闘体制となっていった。

3月2611、英国太平洋艦隊をJ..oえての空腹が始まり、以後述I]の空製であった。空嬰は飛行場 ・港濶 ．

叩肛施設だけでなく八直山話島全域に及び、新城島や梢枯l島などの小さな島にも空毀が行われた。 5)J1:: 
なると空提、艦砲射撃は激しさを増していき、第32軍が甘里を放棄し南部に撤退した 5月30日、宮山を含

む先烏守備隊は第321fcの指押下から第10方面軍（台湾軍）の直桔となった。 6月になると）i.頂山旅団は敵

の石垣島上陸を予想してli1J)-J10日、 「甲号戦9前」（敵の K陸攻撃の可能性がある場合の準伽体制）を下命し、

旅団司令部は於茂登岳に移動した。また、それに先 tヽち住民を石肛烏でぱ部始単位に指定した避難地に、

t'「宮島 ・黒島・液！！せ間烏の住民は西必品へとそれぞれ強制避難させた。しかし、避難地先はマラリアの有

病地帯であり、住民あるいは屯人も次々とマラリアに罹患した。 さらに食糀難による栄柊失潤も1Jllわり多

数の死者を出すこととなった。空襲は6月までは述n続いたものの、 7月には空製は少なくなり、 7月23

H八重山旅団は甲号戦備を解除、 8月には避難命令が解除され住民は避雅地先から戻り始めた。

8月14日、第10方面軍より八重I.II旅団に終戦の内報が伝達され、翌日旅団司令部にて大隊長、部隊長を

染め宮蛇旅団長が~{隣を奉説。 9 月 7 日、嘉手納の第10,f(司令部前広場において、陸軍を代表して納見敏
郎中将（師団長）が参加 し、降伏聞印1'1に努名、南西諸島における戦争は公式に終結した。10月 HIには

米i仰崩兵隊が石垣局に進駐し、R本軍の軍事施設を燦破、武器は接収され海『卜投棄された。11IIからは本

_I_: より派逍された将兵の復員が始まり、 翌年の1946年（昭和21)1月には復具事務が完了した。

八屯山語島における住民の戦死者は3,825人、その戦死原l!i.lで被弾死などの直接戦争による死者は178人で、

残りはマラリアなどの戦紆死が主となっている。

第3節 八重山諸島の沖縄戦の特徴

八頂山諸島における沖縄戦の特徴をw市作戦、 iよ民避難の.:.つの側面にしばって紹介する。

まず祁ti:作戦においてであるが、第32軍の想定では 「敵が南西諸島に進攻する場合、その攻撃目標は沖

縄本島が七分、、出古島芝分」が当時の状況であり、石厄島は進攻日標に含まれないと見ていた。それを受

けて防錦兵力も・（は濯島の守備部隊が約3万人なのに対し、八頂Ill而島へは約 1ガ人と戦略的な重要度に

差があったのは明らかである。第32軍は先島に敵がJ.飩した際の防衛方針でも、イ ・’呂古島は原則として

持久を中とするが、状況和利ならぱ I:.陸軍に攻勢をとる。 ロ ・石垣島は持久にfJ.j念し、努めて永＜／所在航

空甚地を敵に使用せしめぬよう努力する。としている。この防Vfi方針を孫に宮古では水際作戦、即ち敵の

上陸地点に兵力を集中し、 一挙に敵を1投滅させる作戦をとり、水際陣地が多く作られたのに対し、伍垣品

では於茂登岳などの北方山岳1也岱を利用し、遊撃戦を想定した複祁陣地が多く作られている。さらに総1面

栢が宮古諸島の約2.6(音をもつ八勇1.1 1諸島に約 1 月人の兵）Jで~}ii行することはわ麻めてで難とされ、配兵の預

点を石垣晶に協＇き、周辺の雌島は竹寄烏、 小浜品、西如；，｝、与那国島を除き無防術状態を余儀なくされて

いる。その伝垣島でもl船f,j'.!1(3ヶ所の飛行場周辺と宮良湾一帯は陣地の密度が高いものの、島全体を 5区

域に分けて配備された 5個の独立歩兵人隊は各々の区成内で中隊、小隊、分追蘇と分隊し、小規模な陣地

を展開させている。つまり、絶対的に少ない兵力の中で何とか逍り躁りしている状況である。このことは

後述する第4栄の各戦争追跡の中で陣地の配i荏状況、規模を見ても概観できる。

次に住民避難の面から}lると石矩島・西表烏は山岳地祁を有しており、 沖縄本島の北邪と同様、戦時に
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おける住民避雉地に適すると軍部は見ていた。そこで八可r.巾旅団は石垣島の各部落、周辺雌応の仕民の避

難地先を椛秘に;itiffiiした。しかし、旅団が計画した避難）也先ぱマラリアの有病地滞であり、近世期からマ

ラリアに苫しめられてきた歴史をもつ八屯111諸島の住民にと って、旅団の指定した避難地に行くことは受

け容れ難いことであった。また旅団も避難計画を作成する段I?.釈でマラリアについての潤究、対第も講じて

いた。 しかし、戦況が悪化するにつれて旅団は甲号戦備令を下命する前に避翔、廿両通りに住民を強制的に

避冊させた。その結果｀マラリアにより3,647人の死亡者を1りすこととなった。マラリアによる危険性より

も軍事上の戦略が優先された結果がこのような惨：J遠を生んだといえる。

最後に、屯~Jt作戦、住民避難の二つの側面を述べた L-.で共通する要索の一つとして八重山諸島の 「地理

的現税」が挙げられる。八¥f111J諸島の場合、軍事面では南西諸島全体での位収、胡島内の地形等を踏まえ

たうえで第32軍の).I(事戦略、作戦等が決められ、また配備された八重山旅団指揮下の各部隊も山岳地形を

利用した遊撃戦用の複祁1-1,地を多数構築したこと、住民避雅ではIii岳地帯をイナ・する石垣内 ・幽表島が住民

避難地として利用されたことは、その地域の 「地理的閑境」が大きな影惇を及ぽしている。そして、その

「地理的閃）立」の違いは八而11諸品だけではなく、沖縄県の各地城で展開された沖縄戦が地域によって多様

な偲I面を持つ要因の一つとなっているといえる。

第3衰石垣島住民のマラリア死亡状況 第4表 竹富村外島住民のマラリア死亡状況

町村名 部洛名 罹!l¥.i'f数 死亡名数 死亡平（％） 村名 島名 部落名 罹忠者数 死亡者数 死亡半（％）

仔野城 1,760 633 35.97 竹布島 竹宮 77 7 9.09 

大川 891 226 27.60 

屈
石垣 1,017 149 13.47 

新川 1,300 373 41.86 

小浜島 小浜 部2 124 14 38 

黒品 黒島 L28 19 14.84 

新城島 新城 144 24 16.67 

111'1' 72 7 9.72 波照1111局 波照1rJ 1ふ87 477 30.05 

計 5,130 1,388 27.06 

平得 613 264 ~3 07 

真栄里 239 88 36.82 
>

鳩間島 鳩rm 泣6 59 11 21 

古見 23 5 21.74 

l今j)Jt兄 164 21 1280 

大浜 1,805 479 2654 

宮良 901 107 13.00 
洒表島

,i!i表 98 6 6.12 

U浜 25 25 100.00 

盆村
白保 1,184 169 14.07 

開,ti 勿

゜ ゜川駈 44 

゜ ゜

丸三 ]9 18 9473 

小RI・ 329 75 22 12 

i1 3.653 785 21.43 

HI辺 45 l 2.22 

伊biirttl 57 

゜ ゜平久保 15 

゜ ゜計 4,930 1,108 22.59 
i 村

阻納 1,757 203 ll 55 

り那~I島髭Il l 473 13 2 75 

久部艮 941 150 18 81 

計 3,171 366 1154 

合計 10.060 2,496 24.81 

（注）::klll,11男：竹 「/¥ill山の畷争J(1的6年）から作成
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第 4章 各市町村における戦争遺跡



第 5表八重山諸島地区の戦争遺跡表

石t]I市

各困 戦'(')II跡名 "'町 村 所在地 形態

1 フ）レスト原のiij軍壕群 石M,t; 大浜 人工壕

2 宮良の特攻梃秘限縁
群 “垣市 宮良 人工壕

3 地城御数の壕 .fi坦巾 平得 人,:~

4 シイ!;:の壕 石坦市 真栄児 人丁滋

5 大浜の掩体IQ 石tfiif; 大浜 構築物

6 平久保崎の洵軍符設
兄張所跡 、til!!m 平久保 構築物

7 Ill平湾の特攻罷秘ば
滋訂

ul•lili /II平 人］：壌

8 於茂登,,i山の応射範
砲蜘弾薬lol(J嚢

石lijili 開南 構築物

9 伊fflll半品の壕 石垣市 挑'll 人工壕

10 (J保与JIG原の壕 :t,1.!illi 白保 人J:壕

11 名蔵の油箪トーチカ 石垣市 名蔵 構築物

12 石垣氏宅の選難磁 むtjj市 宮良 人工樟

13 （哨•ffll岡の壕 石出•Ii HI平 人工壕

14 平ゞ l名飛行場跡の花
波探知綬溢

石)ti市 其栄里． 人工壕

15 宮良牧中の避難壕 石hlifi
宮良牧

自然壕,,, 

16 伊割1111のサピチ・iM 石垣,Ii fが);!間 自然壕

人工壕・
11 u水の戦争遠跡群 石）il1fi 白水

歴壕など

18 石用島地Ji気象台0)
弾棋跡

石11j市 牡JI城 建滋物

於茂登岳の戦{(•氾跡 人ユ．．壕・
19 石垣巾 於茂抒

群 椙築物

20 
登野城小学校のが安

伍坦市 :u,1城 俎造物
殿

21 幻枝の¥l!U屈 石垣市 鱗枝 建辺物

22 祁勢岳南焚の硲白籾 石疸rli 祈}II 構築物

23 人•浜ナーカーラの壕 6項市 大浜 人上染

24 パンナ岳の戦1喝！跡
石坦市

大川、 人工壕
群 ゎII且 虹松など

2S 前"岳の峻・蛸溢 石）~m 節 II 壕・岨壕

26 
ヘーギナー壕・そ述

lilil,ii 大浜 人工壕
結壕

27 プンニのほ 石垣市 大）II 人工壕

28 八喧tit旅団司令僅1£! “垣,,,- *Ill 人t壕

29 フクプクイーザー 石垣,Ii 行野城 U然壕

30 サンニの恣安所 石垣市 廿野城構築物

31 
ffJf城パラピード入り .fi垣巾― 登＂城 I 人 J・墳Uの壕

械),I 各笛

弾没庫 32 

秘ぽ壕 33 

陣地壕 34 

陣地壕 35 

掩体壕 36 

藍視硝 37 

秘伍壕 38 

砲台・
弾薬庫

39 

隣地I.II 40 

陣地壕 41 

トーチカ 42 

避羅填 43 

陣地壕

“ 
電液探知
楕壌•発4 45 

様壕

選雌壕 46 

選難壕 47 

卒護壕・
行政溢 ~8 
など

その他 49 

司令茸跡・
病氏壕・ 50 
鉄践など

氾念碑 51 

その他 52 

砲台 53 

M• 地壕

“ 陣地壕 55 

綽地壕 茄

綽）也峻 57 

逍雖壕 58 

綽地壕 59 

窪難壕 60 

その他 61 

師地壕 62 
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戦争lll跡名 市町村 所在地 彩態 植別

具栄m.洵J・jl(J)欽軋9協 石坦,Ii メ栄里 人.L壕 様OO欽壕

大浜東海11-の鉄訊跡 ふ坦iii 人•浜 人,:滋 様閲絞絵

御哀影ぷ還所壕 石lijiじ 大浜 構築物 その他

宮l込お山!,[の母豆L
石桓rli 宮良 人上壕 陣Ji!!塩

字型J最

ナカノオンのIゑ :rili'i,fi 宮良 fl然壕 迫蘊総

1宮（ナ良ーI恥パカ沼）難壕 6hJTli 宮良 (I然壕 選薙騒

暮IU絃銃眼跡 心垣,r; 宮良 人工壕 棟1111銃壕

宮良バクンジii-lilt 石m,f; 宮J'.! 自然磁 避難壕

宮R消LIの賞洋特別
石垣市 宮良 構築物 桟杭攻撃g符攻艇桟組淋

与那ばのほ .fi垣市 r―l保 自然壕 遵難塩

観汗埼灯台ドの銃眼 ,6垣市 翫）II 人.LIゑ 機関銃I~
跡

於伐仕前111かまと粉と
石垣市 兵栄且 捐築物 その他

井戸跡

W(hl直の;;1硲29出9大跡謀（独
立歩兵＂ lol山J; 登野椒 柑築物 砲台
稲阻舷）

沿田壕(Iし五山哀林応
不il亘+ 笠野城

校尖沼牧迅人口の）'1)

バンナスカイライン東
f',I豆，h 登fl城

人工壕・
陣）巳壕

入口壕．祈頃、クコ壷 蛇塩など

ペンサン11ーラ上流の
石用iii 名蔵 構輝 その他

かまと琳（炊亨川）

カラ岳束の1,1(倅11"(地砲跡兵） 
第8述籾小＂

石足rli (J保 人L壕 陣）也壕

カラ岳西籾の小屋＂＂（項地唸約兵
第8述

石・垣,ti 白保 人工壕 間地壕

臼保飛行場の格納庫
ふi垣市 (1保 白然壕 陣地滋

跡侃辺に致力所）

白保ウイズ泣蹄東の
石垣,t; 白保 人工染

壕

＝相の壕 石1t1,1; 大浜 人"[I.Q 陣地壕

マギーアポー 石項市 宮良 白然）棗 迎難壕

BW祁岳の銃台座踪 石垣市 崎枝 構築物 銃

山ILL御磁近辺の墳 石川市 HI平

獅子岡の塩 石J,Jifi 川平 人工壕 陣地壕

シーラ原Iii腹にあるカ
石垣iii 名祓 構築物 砲台

ノン砲台庄跡

柁洵於茂狂Ill頂の付
石垣市 柁泊 桁ほ 片地屎

我郎釈所壕

八頂山神仕 石垣.~ 真栄里 柑築物 神lt

烏叫山のI.字型埠 石@Ii 桃 人n皇 陣地壕

式那山原の山頂L'1'
石租;r, 桃里 人 J:111. 陣Jt!!壕

型J鼻

ヌーダアプ(I) 石垣,Ii 伊原ffllfl然壕 避難壕

第 6表八重山諸島地区の戦争遺跡表

右垣市

戦争迫跡名 I ,I濯ml所在地1形態 l 種別

63 Iミッチャアプ 1 心屈Ii ll!•!i間 1 自然1良 1 溶帷J公

糾 1イガイズ 1 石J!.iiliI妙 1月1自然壕 1逍難jゑ

65 ヌーダアプ(2) 石垣ポ 伊駆l畠 白然溢 苔雑遂

竹富町'"'一一・

各番 戦争遺跡名 品名 所lf.)也 彫想 l{{)JIJ 

1 竹宮砧南海洋の舷眼 竹富品 竹笞 人」．．壕 綬1関鋭滋

2 ヤンガー 竹宮島 竹官 自然壕 n然壕

3 ティラクガマ 竹官島 竹宮 自然松 自然壕

4 トゥールングックの地
下汲

竹宮品 竹ぶ 人工沿 庫地jゑ

5 竹 H忠魂砕 竹宮8 竹 絆銘 記念婢

6 国吉家の舛艇跡 竹市島 而 心辺物 その他

7 ;,,JJ.: 家の知j;跡 竹店 竹富 也辺物 その他

8 ア_,レム和の符攻艇
秘ltt壕 小浜島 小浜 人 I1'1 格岱壕

9 インメーアポー 小浜島 小浜 白然壕 泣薙級

10 ニシヌハマの壕 小浜g 小浜 fl然壕 溜薙壕

II 煤筋の避難壕 :/.¥島 黒応 白然壕 避難絲

12 仲本の避難壕 m島 黒お 自然壕 避難壕

13 ニスヌガマ 術城S 新城 (I然壕 避難壕

14 ゲーツヌアブ 祈城島 篇城 自然壕 避穀壕

15 フツァーミアプ 絹城島 新城 白然壕 避難榛

16 ウフフツアプ 新城島 新城 自然壕 逍蟻壕

17 北梨治の選雖壕 液'~!間品 波!!(I間 自然壕 避雖l(l

船浮零寒,, .. ,... Yi:...,. 

各番 骰↑9迫跡名 島名 1frli. 地 形態 種刈

① 内離店砲台路 l'iJ!.~~ 内露屈 構築物 砲台

② 仕半院跨 iり及島 内饉ぬ 謂築物 窮院

③ 船浮要省可令頷跡 西表島 内腫島 情築物 その他

④ 成屈の慰女所窃 酉及a 内離島 構築物 その他

⑤ 祖納砲台跡(~碁） 内、投島 祖納 構築物 硲台

⑥ llG!!! 蘊嚢 丙必島 外躍局 自然填 辺難壕

⑦ 外隠.(!j'lft;跡 西却，・↓ 外羅島 情築物 詑台

⑧ 擬砲跡、所壕．避難塩 西表島 外離閲
人[壕・ 避雉壕、
顎樟守 その他

戦1消遺跡名 I市町H 所（［地 形態 紅別

与那1耳町 m納 U然壕 趙蘊壕

う那I苔l町 引納 自然壕 避難壕

り那凶町 久部良 U然9負 避難壕

与9血I町久部n 11然1奮 避難壕

各番 戦,,消9跡名

女且岳の海軍特設兄
66 張所跡(uh[柑設只張

所）

67 ィ1桓It忠魂絆

68 大浜1す忠魂碑

69 淘革悴槃店壕

各祐 畷'(>遺跡名

18 キッパリヤマQ)壕

19 アンスカー

20 バチンガカー

21 大似のフサトゥルパー

22 ,'; 見の避難壕

23 
船浦の近燦J棗・ヒナイ
、年の投

24 上原の避縦線

25 T-t, 集甜人nの壕

26 祖納の班屈

'n 企Ill家の壕

28 松山家の壕

29 白浜の避魏ば

30 船浮の避薫Iゑ

31 船浮の戦↑遺跡群

32 1紺絨兄111の忘勿石

33 パイミ崎の監視所粉

各番 戦争迅筋名

⑨ 兵令跡

⑭ 兵合跡

⑪ 小,1ぼ兵合踪

⑫ 防空塩

⑬ サパ崎の投砲跡

⑭ 桟祖跡

⑮ サノ｀りの兵令協

各番 戦争迅跡名

5 桃原の避雑壕

6 比HIの避雅絵

？ 潮I,!の陸軍兵合跡

8 fJt波1lif'i;I寺紳
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iii町村 所（f.池 形態 紐別

石垣市 平久保 構築物 監視硝

石坦市 石Jli 婢銘 記念婢

1-i垣市 大浜： 蝸＇銘 記念碑

石用市 人•浜 人D'.l弾~1¥1Q

閲名 所f!地 形態 帷別

波!!≪IIJJ島 沙煎1/IJ h然壕 避難壕

鳩IIUぬ 鳩Kil U然壕 選謄壕

鳩間ぬ 鳩間 自然壕 避憮壕

洒表品 大!,( H然滋 迫薙壕

内衣わ 古兄 自然松 避難壕

1"i;/, 島 船"' 自然壕 避難壕

;gJ; 島 r.l-:i 自然壕 避難壕

洒表島 ・I改 人D凸 選難壕

む必島 祖納 t'I然壕 避難J公

凸表島 祖納 人工壕 磁嬢壕

洒表島 祖納 人1ご壕 避碓壕

州表忌 h浜 人T.屈 迎雉燦

西及品 船浮 人工壕 選難1棗

百表お 船浄
人TJJl・"llt"'直邊.11,:・曇兌止竃
綱暉 峰.,縞・*~-ダム

栢表お 巾風兄 婢銘 記念閥

凸火島 崎111 佳沿物 監視哨

杓名 所化地 形態 植別

酉及島 外雌島 構築物 兵含

西表幻 外帷島 栴築物 兵含

州表島 外縦屈 惰築物 兵含

西及島 外羅凡 人丁滋 迎匹

i'.!i-1<島 サパ崎 情築物 その他

凶拉島 サバ崎 構築物 桟橋

l'i'Ji枯 サパ蝸 構笑物 兵台

rli町村 ,Ji在地 形態 種別

与）!lil•I町 久祁R n然壕 迎難Iな

り祁III町 比Iii l'I然濠 冠難壕

サ那LIL鼻I 祖納 楕築物 兵含

り・那1可町 祖納 碑銘 元念帥

※トーンは本輯告書墟霞ii争潰瓢



第 1節石垣市

1 . フルスト原の海軍壕群

所在地： 石垣rl；大浜

立地（標存） ：平地（約10m-25m)

形態 ：人工壕

種別 ：弥薬沌壕

現状 ：残存状況は良好

採存状況 ：段丘内に放店

築造・・tr:I[山本海軍

築造年月 LI: 1944年 （昭オUl9)頃

戦0寺中の使用状況：弾槃J,jIとして利m
主な迫措 ：壕

概要

フルスト原迫跡の束側には石灰府の段 [i—．が

北西一雨東ガ向に）上り、その段丘Tには洵軍

が弾薬庫として使川した培が8ヶ所確認され

てしヽ る。

淡は採石場を挟み北西側に 2ヶ所、南東側

に6ヶ所それぞれ25m-30mとほぼ等佑l隔に

祀逍されている。北凸佃IO)2ヶ所はすぐ傍に

此逍が走り、フルスト原逍跡のイ」碑が建てら

れている（壕②人Il11ff)が、南西側の6ヶ所ぱ

雑木に桜われた状態である。開口部は北東向

きで、全て一直線状になっており、全長30m

-35m、幅3m、窃さl.Sm-2mでほぼうE

しており画ー的な構造と口える。磁の内部は

残イt状況が概ね良好で、上留石積み（燦②）や、

灯り取り（壕④、⑧）、床面に枕木Ii{(壕⑦）が兒

られる。現在、壕一帯はフルス 1、原迫跡の敷

地内に含められている。

当骸の壕群から北西に約800mに位；u: する石

灰岩の段丘沿いにも、戦時巾、海軍が弾槃庫

として利Jl]したtなも 3ヶ所見られる。埃は淵

口部がいずれも東向きで、輻1.8m-2.4 m、泊j

さl.7m-2m、奥行はしヽずれも約5m程と小

規模である。内祁には床面に11敷きが見られ

る箇所も兄られるが、いずれも粗く造られて

いる。現在ぱ、牧場の敷地内にあたり、牧場

を作る界の造1戊土が燦の耕flこ1部を一部、 111¥没

させている。

先述した 2箇所の壕群は、現在のフルスト

尿逍跡の南西に戦時中辻設された海軍酎飛行

-17-



場（視 ・石垣空港）に伴う軍事施設だと考えら

れる 。 なお、壕の構築作業には,~J鮮人が徴用さ

れたとのことである。
z
ー

ー
r,
J

一壕⑤入口

ヽ

勺、'.''1
第6図

｀ 、ィ・

壕平面因及び断面図

第 4図 フルスト原の海軍壕群分布図
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第 7図 壕平面図及び断面図
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壕④内部灯り取り
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壕⑥入口

-.-, .,,.. /., 

壕⑧内部

弾薬麿壕内部

2宮良の特攻艇秘匿壕群

所在地 ： 石垣~j~出良

立地 （椋科） ：平地（約Sm-lOm)

形態 ：人工桜

種別：秘ほ壕

現状： 一部、開17部が埋没

保({,状況：宮良脇に放笠

築造者 ：第23震洋隊

第38媒汗隊

築造年月LI: 1945年（昭柑20)頃

戦時中の使用状況 ：特攻艇の秘ほ壕として

利用

主な追栴 ：I滋

概要

宮良集落の西側には、特攻艇の秘匿壕が現

在も複数現存している。国道390号線を扶み、 -. 

北側には第38裳洋隊（以 I'、旅升部隊）が、南

側には第23震洋隊（以下、藉田部隊）がそれぞ

れ構築した秘俄壕が残っている。

旅井部隊が梢築した秘厭桜は 4ヶ所確認で

きる。伍灰岩を掘り込んだ壕と自然洞穴を利

用した壕があり、約50m問隔で配誼されてい

る。一部、開「1部の埋没や天井の崩落が見ら

れるものの、残存状況は概ね良好である。入

口はほぼ西向きで直線状に掘られ、内部は小 -- - --

部柑を有するもの（壕R、c)や、床面に枕木
壕①～④遠景 （南凸から）

痕が 1m r.in裕で12本残っている壕（壕④）も兄

られる。

旅井理喜男少尉封£いる第38~洋隊は1945(U召

和20)年 1月に投崎県で編成され、 当初は小浜

島に駐屯していたが、基地の作戦杞備上の問

紺で石垣島宮良に移動し、宮良では先に配備

されていた益田部隊から数百メートル離れた

アラガーという場所に兵合三棟、士官宿含ー・

棟を構えた。なお、秘栢操周辺は軍関係者以

外の立ち人りは制限されていた。

硲田部隊が構築した秘殷壕は、現在の「赤烏

の碑」が建てられている訓下に残っている。石

灰岩を掘り込んだ 2ヶ所のJ必口からほぼ一直

粉状に進み奥で述結する「V」字状になってい

る。

-20-
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これら特攻艇の桟横の某礎部分が宮良/IJiuflI 

に現在も残っている．瓜石が約15m船で1+i側に

突き,'I¥しており、干瀾峙にのみ海而から姿をIii

す。かなり波の没食を受けているが桟紙のおお

よその形態は俎うことができる。

屈lき収りによると、かつて旅井 絲田両部隊の

秘ぽ壕の地域一帯は、琉球石灰岩の段丘地形が

断続していたが、 1±1逍の逍路工~Jiによ る掘削に

より、段斤が分断され、複数の秘匿壕が跡形も

なく消滅し、さらに現在残っている旅井部隊の

秘ll牡~も入LIは削られているとの事である。

秘匿壕周辺には、ムニンヤーと呼ぱれる浜に

銃眼や、干潮時に｝いられる特攻艇の桟松跡、幕

I]]部隊が兵舎を建てたと言われる外本御嶽周辺

には、当叶使用していた井戸、白然の避難採の

人口前に燦風除けとして梢築された石積みが現

存して¥.ヽる。

壕 ⑤入口

ぷ炉
点 r.

第 9図 壕平面図及び噺面図

べぷふ
___  , ℃ , .. 一-

壕④内部 、J恙屋

z
ー

L,‘i ア＼
 

冨
撃

I
一

ム ム＇且 B'_a,_ -c= 
（凡例＞

匿 m 三碑

鵬 旺 塁3コンクリート

0 !On、
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ギシュク

3 . 地城御嶽の壕

所在地 ：石垣市平得

立J也（標森） ：平地 （約60n1)

形態 ：人工埃

種別 ：阻（地壕か

現状： 一部崩落が見られるが概ね残存状況

は艮好

保存状況：地城御県内に放四

築造者 ：旧日本軍

築造年月日 ：1944年（昭利19)以降

戦時中の使用状況：陣地と して利用か

主な遺構：壕

概 要

石垣浄水場から北東側に約600m隣れた均,,., 
所に地城御煤があり 、御嶽の拝所から南西方

向の低丘陵地 Fに1日日本軍が掘った壕が現在

も残っている。

地山を掘り込んだ壕は、雑木に覆われた入

l」から途中直角に折れ曲がる通路を25m進

むと、最奥部が部昂になっている。通路は天

井がアーチを形成し、入口から Smの所で9

段の階段をつくってしヽる。階下に深さO.Sm、幅

1.2mの陥没が見られる。最奥部の部屋は 5

m X2.5mの長方形で、忘さ1.8m、天井がか

まぼこ状になっており、丁京に追られている。

部屋の近辺に一部天井の崩落が見られる以外

は、残存状況は良好といえる。

池城御嶽は平筍地域でも由緒ある御設とし

て知られ、 エlr:f時代には、沖縄本島から八豆

山へ赴任した役人は、必ず芥任の参拝をした

と言われる。しかし、戦時巾の使用状況につ

いては、軍が構槃したという以外は不明な部

分が多い。

N
!
h
ハf
^
T

第 10図

~ A' 
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眈
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皿

一

層
厚

＂^ 
地域御獄の壕平面図・断面図

遠景（東から）

場入口

壕内部
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4 . シイ原の壕

所在地：石坦市真栄里

立地（椋店） ： l'i: 陵（約35m)

形態 ：人工接

種別 ：陣地壕

現状 ：残併状況は良好

保存状況 ：林野1J..1に放;;','.

築造名 ：l[ln本軍

築辺年月 R:不明

戦時巾の使用状況 ：陣地として,fl)llj

主な遠構 ：壕、銃眼、通気孔

概要

真栄里地域の通称バナダ森と呼ばれる低丘

陵のふもと近くに所在する。1111:l,t,;軍が構築

した壕だが、どの部隊が構築したかは不明で

ある。

雑木に復われた入口は小さく、外部からの

確認は困難である。壕nは北東向きで石灰岩

を抑り込んでいる。壕の内部は、南北に走る

通路を中心に複数の文逍を持つ複雑な柑迅と

なっている。通路は幅 Im-l.5m、裔さ 1.2

m-2mで、天井はアーチ型で主に形成され

ている。1桑の総延長：よ約180mを介し、八重

山諸島の帥地壕では規校の大きい部類に入

る。内部の追構は銃眼が2ヶ所、直径 Imi因

の空気化が2ヶ所、1祖段が 3ヶm、奥行 Im

の小部屋や灯り取り、また途中で掘削をl•llfi

したと思われる協所も見られる。なお、銃l眼

は銃を設淫する固定洞が見られ、 ilij軍：It(平

喜名）飛fr場の方向に向けられている。

入口に近い通路の周辺は石積みが栴築され

ているが、これは戦後に椎莉栽培をする為に

迅られた石栢みである。迅構の現状としては、

落盤もほとんど兄られず、残存状況は極めて

良好と言える。

壕入口

＂
ー
ー
j
,
J

二 0 !Om 
I --1 

第 11図壕平面図

壕内部

、、
董Ii, . 

壕内部 壕内部小部屋

＼
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5. 大浜の掩体壕

所在地：石坦市大浜

立地（楳高） ：平地(約30m)

形態 ；構築物

種別 ：掩体壕

現状 ：鉄筋が露Illし、老朽化が進む

保存状況 ：石垣空港胎に放逍

築造者 ：11:tH木洵軍

築造年月日 ：1944年（昭ffi19)

戦時中の使用状況 ：海屯南（平得）飛行場の

掩体壕として利用

主な遺構 ：掩体壕

概 要

人浜の掩体接は、石坦空港の滑K路北側に

ある牒道から入った原野内に 1払現存してい

る。

壕は1弄l口部が消走路傭（南東）に向けられて 、
いる。平面で見ると逆「凸」＊状で、槻体の主

粟を格納する部栓と、奥に尾粟を含めた機尾

部を桁納する部座を布し、天井を鉄筋コンク

リートでアーチ状に製う構造になっている。

壕の~j-il[IJ値は、主潔部の部用が1屈15m 、奥行

5.7m、ほさ3.9m、また機尾部の部崖は枇5.5

m、奥行4.2m、品さ2.9mをそれぞれ測る。

内部はコンクリートの散乱や、土砂の流人が 凜景 （北東が―ら）

見られるが、機体の胴体を収めるために、床

而を掘り込んだ形跡が兄られる。また、主淡

格納部の奥隈や天井の一部は格子状の溝が確

認できるが、これは戦後のスクラップ回収の

際に、鉄筋を取り出すためにコンクリ ートを

刺がし取った痕である。

1944年（昭和19)に海1嘩飛行島（現 ・石垣

空港）として建設工市をする際に、掩体壕を合 l 
めた空沿周辺の付屈設錨が整備されていくな

か、同年6月15日に編成された洵布設党隊322

部隊、通称荻原部隊は8月J::.11)に沖縄本島か

ら樵船や機帆船で石垣島に上陸し、油,Ji,南飛

行場の沿走路や防衛栢設の設営にあたった。

1945年（昭和20)1月,.,.,旬、緊急幣!iiiゴ事の

指令がIi',され、 2月末完成をめどに小型飛行

機50機分の掩体壕建設が急ピッチで進められ

-28-

た。そのため飛行場周辺や北方のフルスト原、クナドウ似周辺の森台には、土を盛り I:.げた「コ」の字型の

熊曲掩（本壕やコンクリー ト製のイi蓋掩体桜が梢築された。そのなかで唯一現存している当壕は布森掩体燦

に分類できる。

親11'、人:ifi.の掩（本溢は市民の文化財めぐりや戦跡学西に利川されている。

. ""'I 
f'"'., 

、:...: .. .'. 
'I'<,'.:: 
：：ぷ ；

尾翼格納部

天井アーチ面

鉄筋露出状況
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6. 平久保崎の海軍特設見張所跡

゜所在地 ：石厄市平久保

立地 （控科） ：丘陵頂部（約88m)

形態：構築物

種別 ：監視哨

現状 ：建物の甚礎枠のみ残存

保存状況 ：平久保幻l内に放誼

築造者 ：大島肋備隊古仁吊部JJ((海'iff.)

築近年月 D: 1943弁．（昭和18)

戦時中の使用状況 ：監視哨として禾IIJtl
主な遠棉：建物の枯礎枠とアンテナ塔跡

概要

石垣島の蚊北端である平久保崎は｀灯台や

展望台、りがIi鳩が整備され観光地として知ら

れているが、既車場の東にある丘陵の頂部に

は海軍が構築した兄張所跡が現存している。

兄張所跡の現状は建物の基礎枠が露頭して

いる。荘礎枠は一辺2.6mの正八角形をなし、

花岡岩を平坦に造成しコンクリートを払礎に

して¥.ヽる。コンクリ ート基礎には数ヶ所、打

ち込まれた金具が露頭している．甚礎枠の内

部は花岡岩をバラス状にして、平場造成され

ており、また出入uと思われるコンクリート

貼りの床面が甚礎枠を挟んで内側と外側に残 遠景 （北から）
る．見張所跡からほぼ即こ 5mの沿1所には竜

侶用のアンテナ塔跡が残る。コンクリ ー［、製

で上面では町径1.7mの円形をなし、中央に

孔（直径20cm)が2ヶJiJj-見られる。また建物

の周囲には金具が磁頭したコンクリートのア

ンカー跡が 3ヶ所確認できた。

洵叩特，設兄服所は1943年（昭和18)に大島

防備隊古L屋部隊（小坪人尉）によって設：符さ

れた。兄張所設営の建銘資材や器材は、伊原

間、平久保の住民を動旦して平久保崎灯台洒

の浜から接掲げされた。現在の平久保崎灯台

駐車均には兵舎が狂てられ、10人程の兵隊が

いたと言 う。後に部隊は安良岳に移勁。平久

保、伊原IAI、平得の住民を徴1t1して安良岳111 .,.,,、...,,,,,.,,, 
頂に陣地を構築した。 建物跡

Z
|
l
f
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第 12図 監視哨跡平面図及び断面図

鉄筋露出状況
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7 . 川平湾の特攻艇秘匿壕群

所在地 ：石用市）ii平
立地〈慄窃） ：海片l(約 0m -5 m) 

形態 ：人工壕

種別：秘匿燐

現状 ：一部、落盤が抒しい箇所有り

保イf状況 ：海I・ドに放囮

築迅者 ： 海'rJf第19~洋粽

築造年月 日： 1944年（昭ffll9)

戦吋中の使）LL状況 ：特攻批の秘匿滋として

利用

主な迫構 ：壕

＾`量
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Ill平湾内のMtやには、海箪第19震ff秘（以下・

大河原部隊）が梢築した特攻艇の秘恢壕がJII
乎集蕗に近い屈屋側に 5ヶ所、洸を扶んで対

岸の仲筋側に 3ヶ所の計 8ヶJリt確認できる。

壕は全て、海辺まで石灰岩が露頭している部

分にのみ掘り込まれており、自然壕を利用し

ているものや、人工的に掘り込まれたものも

ある。現（．［は洵からの沿行物や土砂の流人等

で人口を図い、開口部がほとんど埋没してい

るものも見られる。 また仲筋側のj~は沿盤が

著しい箇所が多い。

壕は開u部が高圧侃11がIYi束または束向き、

仲筋側が北西に向けられており、内~iiは平而
形が一直線状のものや途中で折れ,111がってい

るものも見られる。内部の加tは粗く、奥行

は残存状況が良好なもので25mを測る。はと

んどの壕が床而から砂浜にかけてほぼフラ ッ

トな状態だが、壕⑤のみ人口前に Imの段必

をつけている。

大河bは部隊は1944年10月に長崎県川りJI臨時

魚雷艇乱II綽所において186人で糾成され、災洋

艇50隻を所,j:j• していた。同年11月、 石坦島に

到許し)II平湾に震洋艇の格納楼や陣地を構築。

枯築作業には朝鮮人が燦阪や岩盤をIいり、徴

HJされたJII平住民やlj那国島の人々が土やわ

を巡び出した． 戦争•I•は米炎軍の攻撃の日を

避けながら恨洋艇の突入乱llf;liも行われていた

というが、震洋躯の出撃はなかったc

Jこ
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;,. 

＼ 

ー•·' - • ~ 
壕⑥～⑧遠蛋（北西から） “ 第 14図 壕平面図
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壕②入口
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壕⑤内部

壕⑧内部

所在地 ：石垣市開南

立地（標低） ：山腹（約150m-160m) 

形態 ：栴築物

種別：砲台、弾薬1庫

現状 ：壕の残存状況は擬ね良好、砲座跡は

邸礎まで破壊されている。

保存状況：山林内に放骰

築造者 ：直砲兵第8連隊

築造年Ii日； rn44年（昭和19) 9 /'I 
戦時中の使m状況 ：12cmカノンfi包を設誼

主な迫梢 ：砲座跡、弾薬庫燦

概要

於茂登前山は石坦島の'I決に位図するが、

その南麗にある山林には、 1944年屯砲兵第 8

述隊がl油地として構築した麻射砲の砲殷跡と

それに伴う壕等の施設が現存する。砲座跡は

2ヶ所hり距離にして約50m離れた場所にtic

磁されほぼ同一の構造をしている。

1f1向きに泊られた1包座蹄は雑木や上砂の堆

積でJ;j(和を疫い知る事はできない。）月囲は花

1油岩を加Tした心栢みを形成し、平面形で見

ると「ハ」の字を上下対称に象1lみ合わせた形状

になっている。砲座の奥壁には松の淵口部が

2ヵ所見られる。壕はOil壁は花（対岩の切石に

コンクリー 1、を繋ぎ、アーチ状の犬井はコン

クリートで梢築され一直線状になっている。

2つの壕に違いが見られるのは開い部で、

壕①がIJり口部から船1.8m、高さ 2mで内部ま

で!ill規格なのに対し、磁②は内部の数11/iは壕

①と lol様ながら、 1月11部のみl~/,0.75m 、枯j さ

J.7mと狭く追られていか壕①が側墜が一部

破壊されJ.:砂が流れ込んでいるのに対し、壕

②はIJり口部が狭いため、上砂の流人は少なく

側墜、天井ともほぼ原型をf甘めている。壕①、

壕②と異なる残存状況に関しては、 2ヶ所と

もに共通した特徴である。

砲挫跡の周辺の斜血には索掘りの没が 4ヶ

所見られる。人口はほとんど埋没しているが、

3 ヶ所は、l~んで構槃され壕間を行き来できる

ょうに人口1lりを乎場造成している＾
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甲砲兵第 8述隊は元々、

船浮嬰塞m砲兵述粽とし

て1941年から西表島の船

浮湾に建設された船浮哭

塞で陣地構築を主に行っ

ていたが、 1944年 5月15

Rに¥f(fi他兵第 8述隊と改

称された。同年9)115日、

重咆兵第 8述隊は部0)

部隊を西よいに残し主h
は石垣島に移動、於茂登

~ii I LIに前地を構築した。

当1他ffには12c,nカノン砲

が設樅されていたという。

N4
 

O 5m 
. -― | 

第 15図 砲台跡と弾薬庫壕平面図及び断面図

ヽ

前庭部右稽

d
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砲座跡周辺の壕②
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9■ 伊野田半島の壕

所在地 ：石垣市桃里

立地（標高） ： Ii陵（約80111)

形態：人工培

種別：陣地壕

現状 ：一部、落盤が苔しい窟所布り

保イ｛状況 ：丘陵内に放沼

築追名 ：独立歩兵第300大隊

築造年Ji日： 1944年（昭和19)

戦時中の使用状況 ：陣地として利用

主な迫構 ：壕

概 審

比野集落の北東部には伊野田半応がある。

その中央部には松林に設われた丘陵があり 、

その中腹に壕が掘 られている。

地1J1を掘り込んだ9桑で、西向きの瀾口部は

沿盤やJ砂の堆栢でかなり埋没している。開

い部に比べ内部の残存状況は比較的良好とい

える。通路の輻は0.6m-0.8rn、森さl.2m-

1.6mを測り、大井はアーチ状となる。緩やか

に蛇行しながら23m程進むと小部届状になり

幅1.7rnと）公くなる。小部出は一部天井が崩落

し、土砂の堆積で行き止まりになっている。

小部屋に入る直前の通路には、両fttlf壁に 9ヶ

所の部材痕と 8ヶ所の灯り）収りが確認され、

煤も璧面に付府しているのが見られた。

丘陵の一俗を踏丘したところ、1役の近くに

通気孔と思われる竪穴や斬壕らしき溝も確認

できた．

滝i:..,武臣大隊長中いる独立歩兵第300大隊

（以下 ・滝LI大隊）は、 1944年8月230に独立

泄成第45旅団（旅団長 ・宮1k布武之少将）が）＼

即 11I農学校（現 ・八直山牒林邸校）に旅団指

令部を設留して以降、防備体制を固めるため

fill旅団の傘下部隊として石垣島に来駐。滝LI

大隊は於1炎登岳を中心に島の東北部を担当し

た。 当該の壕がある星野 ・ 桃里地城は滝口大隊第 I•f•隊の小隊（隊長 ・乃ーに中尉）が配脳された。！致初

は伊野1±1半島にいたが後に半島の怜澤を流れるフフ ァナンJII周辺にご．侑兵舎を設醤し、星野共悩の西に位

lf1する、岱叫き111に陣地を構築した。島嗚き山の頂上付近には垂直L字邸の弾注1屯壕が現存する。

0 6m 

第 16図 壕平面図
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壕内部

通気孔
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10白保与那原の壕

所任地 ：石恥li(-1保

立地 (Ir.I/di): 平地 （約!Om)

形態 ：人上壕＋自然壕

種別 ：陣地壕

現状：残存状況は．脱ね良好

保存状況 ：農近脇に放誼

築造者 ：ILi□本軍

築泊年月 I]: 1944年（昭和19)

戦時中の使}ti状況 ：師地として利用か

.J: な瑣構 ：t:J 

概要

白保犯路の北方、品JII沿いを走る店道脇の

流球石灰岩の段丘には、壕が3ヶ所現存して

＼ヽる。

雑木に投われた壕の1月口部はいずれも北東

に向けられ、 1桑①から壕② まで2001、壕②か

ら壕③までは27111の問隔をもつ。壕①は自然

壕を禾IIJTJしたもので憐l口部、内部は不定形で

あるが、奥の方は一部加工痕が確認できる．

炭②、壕③は人工埃で犬井、床、 壁は「取に

掘削され、輻2m-2.5111、高さl.5m-1.8m

とほぼl,iJ規校である。壕②は北東ー南西方向

に一直線に掘られているが、現状は地下水が

壕内部深くまで溜まり進入できない。奥行は

H測ではあるが約20m和である。壕③は北東

’・.・.,,""1ii;;囀四
遠景 （北東から）

ー南西方向に12n進むと、南に 3m躙 lする。 N 

iら誓ご雷~;~·;ぅここ孟芯つりご:1 繹に は1111―l服も見られる。1桑②、1鯰 とも

壕は確認できなかった。

① 

白保与那原の1姦をどの部ほが構築したかは

不明であるが、）~の南方には1944年 6 月から

臼保1途軍飛行場の建設が始まり、糾50m、長

さ2kmの沿走路を 8月までに完成させた。

壕から北西に約500m離れた琉球石灰岩の段

丘下には、白保飛行鳩の格納庫跡も存在する

ことから、白保飛行闇に関する陣地淡と考え

られる。椛軍飛行場の完成後、飛行場あるい

は飛行場周辺のp}jj付を担当したのは、独¥f.歩

兵第298大隊（球6461部隊）と独立歩兵第301

大隊（球6464部隊）である。 第 17図 白保与那原壕の平面図

-40-
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11名蔵の海軍トーチカ

所在地 ：石垣1l1名蔵

立地（標硲） ：平地 （約30m)

形態 ：構築物

種別 ：ト ーチカ

現状 ：樹庭沙1昆園の仕物内に残る

保イ｛状況 ：建物は分府として利用され、

ほぽ完全な形で残る

染追者 ：IIIH本海祁

築追年月1:1:不明

戦II寺1j1の使用状況 ：不明

主な逍構 ：トーチカ

概要

l船月211刃線を名蔵からlill南方面へ進むと

左手に樹厖夢J塁園があり、 I；姐』の敷地内の廷

物内部に洵軍が構築したトーチカが現在も残

されている。周辺地形はかなり改変されID地

Ifクはほとんど留めていない。

現(£1よ倉1車として利用されている残物に収

まるように残されたト ーチカはコンクリート

プロックを栢み L:げて構築されている。戦後、

鉄製の手すりや階段が付されているものの、

ほぼ原形をmめている。緩やかに約1111した外

部に縦25cm、横2m、奥行50cmの銃眼がほぼ

西l•dきに開けられている。 トーチカの内部1ま

現在、追人することはできないがが、銃1恨か

ら中を覗く とガ形の部歴と、その奥に通路を

布しているのが見られる。

lヽーチカを海軍のどの部隊が構染したかは

不明であるが、八重山品島の,,,では、ほぼ完

形の状態で保イ化されているのは当該トーチカ

のみで、R頂な戦争追跡であるといえる。

トーチカ正面

＾ 
lヽI 

トーチカ内部
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12. 石垣氏宅の避難壕

所在地：石坦巾祝良

立地（楼凶） ：平地 （約15m)

形態：人工壕

種別 ：避難壕

現状：戦後、 IJりLJ部を塞いだ箇所イiり

保存状況：石垣氏宅内に放爵

築追者 ：宮艮船浴住民、箱23衷洋隊

築造年月 II: 1944年（昭和19)頃

戦時中の仙川状況 ：窮良住民の遥難培と

して利m
主な迫梢 ：淡

概要

宮艮在11の石桓打佳氏の白宅裏にある伐下

には、戦時中臼良住民が掘り込んだ避難壕が

況イiしている。

壕は全部で5ヶ所碓認でき、石灰岩のn然

壕をさらに掘り込んだものとなっている。1/H

ロ邪は南向きで内部に入ることが出来る壕は、

壕①～壕③までである。内部は平1(1i形が「Y」

状（壕①）、「く」状（壕②）、奥行が lm程の

小規模なもの（投③）に分かれる 。 内部は上~~に汽
砂の流人が兄られるものの、 落盤は特になく が・て、ヽ＆

！ •ゞぷ
、．． ふ.... 

じ

残存状況は良好といえる。なお、壕④と燦⑤ ヽh
は戦後、宅地開発により1井l「1部をコンクリ ー

トを槃いだ伍組みで封鉛されている．

当該桜を構築したのは、窮良{£仕の小沿1勝
義氏をはじめとする数名で、小沿（氏との11りき

収りによると1944年 （昭和19)頃から壕の掘

削作来を開始し、 壕①は宮良に駐屯していた

第23媒rr隊（稲田隊）が、給上 から内部に通

じる縦穴を掘るよう I'・士官に指示し、縦穴は

縄梯-fで往来していたという。縦穴は視在の

石J廿氏屯の庭部分に通じていたが、現在は埋

壕近暴 （西から）

められている。戦時中は桜前にある畑に機銃 目

が設凶され、壕からは洵軍南（平得）飛行均ヘ

の艦砲射撃の様子が応えたとのことである。

また、宮良地城も空巽を受けたが、壕の位肛

が敵様のクじ角になっていたため1n:接壕l'iに被

・;tiを受けたことはなかったという a
壕Ci)入口
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壕④入口 封鎖状況

壕②内部
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13. 仲間岡の壕

所在地 ：七垣iii川'Iえ

立地（標席） ：丘陵（約60m)

形態 ：人工壕

種別 ：陣地壕

現状 ： •部、落盤が-'n しい箇所hり

保存状況 ：1,,, 問岡内に放四

築造者 ：独立歩兵第299大隊

築造年月 U: 1944年（昭和19)

戦叶「11の使川状況 ：陣地として利用

tな迫構 ：壕

概要

川平梨落の三大1和炉の一つ「結頻祭」が行
ム4 ム4

われる群星御狐の東には、fil澗岡、郷 (・I沿Jと

二つの小祝い独立丘があり、そのうち伸tAlllfil

の登山道周辺に壕が 2ヶ所現存している。

地111を掘り込んだ壕はu,の認と,,,腹に位it'i

し、山頂まで続く登山道から近い場所にある

が、雑木に罰われており傍Flには分かりにく

い。麓にある壕は土砂で開口部がJ用没しかか

っている状況である。中腹にある燦は南側と

北側に壕口があり、貫通している。背山逍に

近い壕口は南側にあたる。内部は樹根が張り

出して逃れない場所もあるが、 I=!測で長さ約

15m程である。内部の船は0.6m-0.8m、託さ

l.Om-l.2mを隕り、天井はアーチ状につくら

れている。また、南側壕口から中に 5m秤進

むと、西側に分岐する油路も見られる。

仲1/ll岡に採を構築したのは、独立歩兵第299

大隊（通称 ・硲木部隊）の川平分遣隊（以下・

渡辺部隊）である。1944年9月 川平山民学校

（現 ・JI(平腹村センター） に駐屯した。渡辺部

隊は後に兵令を秘落の西側に位柑する山）II御

嶽周辺に設骰し、壕は仲間岡、獅—f岡、山川

御荻周辺の111巾に掘られた。壕は弾梵壕、糊

株壕として利用されたという。

珈子岡、 山川御嶽周辺の111111一帯も踏査を

行ったが、通気.fLのような竪穴は見られたも

のの、壕は確認することは出来なかった、)
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所在地： 石垣市兵栄屯

立地（楳秘） ：平地（約25111)

形態 ：人工壕

桶別：屯波探知機壕、発屯機濠

現状 ：出入nが崩落，内部も部埋没

保存状況：研究センター内に放四。

築追者：佐世保航空隊石垣烏派逍隊

築造年月 R: 1944年 (11召利119)瑣

戦時1ドの使用状況 ：屯液探知横、発屯機を

設荏t

主な辺構 ：レンガとコンクリ ート で栴築

した壕、発祖機の股骰台

概要

現在、独立行政法人国際股林水産業研究セ

ンター （以下、研究センター）として使mさヘー,,_
れている敷地はかつて海軍北 （平喜名）飛行

場として軍事利用されていた。

平喜名飛行場は1933年から海軍飛行場とし

て幅SOOm、長さ550mの小型機川の節易飛行

場が建設された。1943年12月には佐t)t保海'.iji.

航空隊の石垣島派逍部駁（以下 ・観音寺部隊）

が平喜名飛行川に駐屯。閻斉寺部隊iよ飛行局
● "'""'"● "'"""' '—-の拡張工事とともに、飛行場の北東iこ位沼す 平喜名飛行場跡遠景 （南東から）

る宮良川上流地域に沿って弾槃や燃料危l屯、

発屯室などにあたる壕を多数構築した。戦後、

これらの壕は道路合Ii装用の粟石採掘のためほ

とんど燦破されたとのことであるが、現在で

も三本の磁が述結した壕（以下、三述結壕）や

石垣島で最大といわれる壕、また研究センタ N 

一敷地内にも俎波探知様榛が残っている。

二:~悶霊二：悶~~ 1
く確認できず、天升が落盤し周辺が陥没して

且＝亡~'.旦

I 

.!! 

亙~き

いる場所から しか現在は進人することはでき

ない。i位の内部は現状では、酉に迎むにつれ

て通路と部15{を交"1:に;(Jする構造になってお

り、天11・はコンク リー トで、避はレンガでつ
0 10,TI 

くられている。床は場所によって党はあるも I ' 

のの全面に土砂が堆積している。通路は輻1.2

mで奥に 7m進むと糾3m、奥行 1mの部届
第 18図壕平面図及び断面図
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になっている。部用には火）卜に 2ヶ所の苅気孔と直/ii60cmの小さい横穴も確認できる。部朕から奥の通路を

経てさらに規校の大きい部吊を打しているが、通路から土砂で刑没し、奥に進むことは出来ない。/Jりき取

りによると埋没した大部足にぱ、かつて 3碁の発祖機が設府されており、発屯機の台座が大祁用に最近ま

で残っていたとのことである。

' 1• 

., 
・彎．，一

電波探知櫻壕遠景 （南から）

壕内部

涌守子l.
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15. 宮良牧中の避難壕 16. 伊原間のサビチ洞

所在地 ：石垣,Ii宮良牧,,, 所在地：石垣市伊旗問
N 

立地 （樫科） ：平地（約SOni) 立地 （襟病） ：平地 （約 0m-25m) 1 形慇 ：自然壕 形態 ：自然壕

＇ 
種別 ：避難壕 種別 ：避難壕

現状 ：残存状況は良好 現状 ：観光地化されている。

i呆イi,状況 ：林野内に放詔 保イf状況：観光川に幣備され、 IU地形も改変

築追者 ：窮艮住民、利改．歩兵第298大隊 されている。

築造年月日： 1943年 （昭札118)頃 築造者 ：一

戦時1卜の使用状況：宮艮住民の避帷殷と 築造年月日 ：一

して利用 戦時巾の使m状況 ：1Jtj原問住民の避難壕と

主な迫構 ：石段、 I・. 留め石枝み して利用

主な迫構 ：9点

概要

概要

'/4良梨沿の北hに位臣する牧巾地域の縁辺

部は、東西に走る浙Ii合に沿って自然沢穴がい 県道206号線をfJtff;(flrJ槃治を超え平久保}j

くつもイ1在し、戦時,,,は宮良住民の避難採と 面に（U」かう と右手には、沖縄戦Dキに、伊b訂間

して利用された。そのうちのつであるナデ 住民が避難したサピチ洞が所在する。石垣島

ーアボーは戦時中の避難壕として今阿、初め 内では比較的規校の大きい鈍乳洞で、現（1•：は

て智告するものである。 観光整備され、人l」周辺は改変を受けている。

ナデーアポーは小規校な陥没ドリーネの下 内部も観光）IIの通路が設消されているものの

部に東西2ヶ所の壕口をhする自然培である。 それ以外は1n状を保っており、自然壕の芥圃

気はかなり 1Wめている。 ii~内の全長は女淋を

含めて324mで西方向に延び、県近の地下を通

り西側の海i¥に抜ける。

戦時中は伊原間集落も空製を受け、住民は

集落北方の自然燦に避難した。追難場所は当

該の桜であるサピチ材をはじめ、サピチ洞の

北方に位i沿するミ ッ チ ャ i~,1窟、イガイス·il,;I窟

などに避難したが、その後、 軍命により柁海

に避難した。間きl収りによると、サピチ洞9古）

まま利用していたことが俎われる。

ii 
辺は戦前から沖収りJ易として伊原間集怜の住

他に宮良仕民の避難壕として使用された自 民がIJ'i人りしていたという。

然淡では｀牧巾地岐の西方に位紅するマギー
I 沖縄戦時、伊原lt¥lには独立歩兵箱300大豚

アボーなどが挙げられる。ちなみに、方，iで の分逍隊が駐屯し、 !Jl在の伊~;(1/11公民館東付

it収窟を意昧する 「アブ」は、宮良では 「アポ 近に茅廿の兵舎を枯えていた。陣地は比落の

ー」と言う。 西if,}/やに銃眼などがあったとのことであるが、

戦後破壊されたといわれる。

疇丙部土留め石桔
内部から入口を見る．．
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17. 白水の戦争遺跡群

所在地 ：石垣市白水

立地（標店） ：山地（約SOm-lOOm)

形態 ：人I桜、整壕など

種別：奉設壕、行政、住民避難など

現状 ：残イ刊犬況は様ね良好

保存状況 ：山林内に放府

築造者 ：）¥mil』支庁、独立自動車第284

中隊第 1小隊

築造年｝―113: 1944年 (0/湘 19)

戦時中の使川状況 ：大Jli.登野城住民が

避難、 御兵影の安社等

主な迫構 ：壕、躯壕、かまど跡、井戸跡

概 要

名蔵平野の北東部に位硲する白水地域のIii

中はかつて、 ILIA本軍が駐屯し、地元住民や、

官公庁の避難場所でもあった。現在でも、名

蔵川の支流であるシサミス’イガーラを沿うよ

うに走る山近の周辺には、八項11.J支/・j壕や御

真彩を奉護した壕、性楼、片戸跡、かまど跡

などが残っている。

111道に入って最も束側に位硲する施設は井

戸跡で、化岡岩の石梢みで構築されている．

白水に駐屯していた独立白動車第284中隊第

1小隊（通称 ，中!II部隊）が造った井J-＇であ

り、11'戸の凸側を部隊の既屯地として利用し

ていた。戦か,,は慰女所も駐屯地内にあった

といわれる。山逍の固辺は平場が点在し、か

つての避難所の様札」を色滋く残している0'(f

野城染箔民の避難地で確認できた辺構はかま

ど跡が2ヶ所、タ コ壼4ヶ所、 L字型の斬陥、

山逍を補強する土mめの石積みであった。か

まど跡には鉄鋭や陶器などの追物が散乱して

いる所もある。登野城集落民の避難地から更

に北西側には大JIJ梨落民の避難地が設定され

た。ここも先の狂野城集落民の避難地同様に

平場が点在し、タコ壷22ヶ所、暫壕8ヶ所が

確認できた。これらはかなり狭い範囲に密梨

しており、その形状も多様である。クコ壷、

堕壕相互の配府に閲しても規則性を窺うこと

ができず、立地も平場もあれば緩斜面に卍附

必’-‘
 

されているものも兄られる。

このことから各々の用途につ

いては不明である。 しかし、

これだけのクコ蔽、桓壕が一

定箇所にまとまって見られる

0)は八屯i.11地域では当該地を

除いて兄られないため、今後

の戦時における避難生活を知

る上で貸勇な沢料になるもの

と思われる。他にも｝乱辺に鉄

鍋や茶碗、ピール瓶の破I',が

散乱している。

軍命により白水を避難場所

に指定された秘始は大川、登

野城、川平の住民で、 Ill沿い

でかつ湿気の高い1雨地城はマ

ラリアの発生地帯であったた

め、多くの住民がマラリアに

樅忠し、多数の死者を出して
石積辺構

クコ屯⑳

いる。 クコ壷R、/ クコ壷⑯
クコ屯⑲

クコ坐⑰
最も両側には、風化 した花

::!'. 冒~!,~~=~= ・:. ゑ~!込 ⑱゚クこ；鍋 クコ益⑧

向きで、）頃山支If壕、西に
。 クコ高⑩ ↓ クコ電⑦

!Om離れた場所に御具影奉護
D ク；磁⑮ クコ哨⑬ 厘壕⑥(}

クコ壷⑫
↓ <> ~ 壕④

oタコ疵⑥

壕がある。八屯山支庁壕は南 クコ磁⑫0

北方向に一直線状に掘られて

平 ］、 砂コ壷⑤

術壕⑤ ！クコ肇⑨ 一ークコ磁④
おり幅Zm、科さ1.9m、奥行

噸郎(j)I? 0......、タコ蛋②

クつ逼⑪ ti' 

~/~:: 畠~~~;:;;ロ;~I~Om 0ごぷ益③
痕も兄られる。御真影奉股壕第 19図 白水の戦争跡群配置図及び大川住民避難壕 ・タコ壺群配置図

は奥行13mで術や高さは八頂

山支庁壕とほぼIii!じだが、奥

に小部屋を設沼しており、既に御真彩を安骰して

いたとされる棚状の掘り込みも確認できる。また

憫壁には部材痕が数ヶ所見られる。

八可ti.I,文庁が設骰した当該の壕は1944年（昭利

19) 10月頃に完成、石垣、大浜、白保、竹＇ぶ 、小

浜同民学校の御只影を安府した。白水では燦近く

に小J至を建て、仮戟貝ホ務所を設骰し、学校長や

八頂山支庁学務係が常直し御兵彩の奉泌に勤めた

が、終戦後各学校に返還され焼却された。

z
/、一

z

ー
こ[]

IOm-

A
-

-

]
 

翌

茄

゜

第 20図 左： 御真影壕、右 ：八重山支庁壕
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御真影壕内部部材痕

18. 石垣島地方気象台の弾痕跡

所在地 ：石垣市登野城

立地 （椋戯） ：平地（約!Om)

形態 ：廷泊物

種別 ：その他

現状 ：外壁は名朽化が進んでいる。

保存状況 ：一部、修復節所ありc

築造者 ：石垣島測候所

築造年月n: 1896年（明治29)

戦時中の1史川状況 ：一

主な逍構 ：外璧に残る弾痕跡

微要

石垣島地方気象台は1896年 （明治29)に中

央気政台rH屈じ垣局測候所として創立 され、

翌年現在地に移設してから100年以J-.の歴史

を有する。気象台の敷地を囲う外喰には、戦

時中の空襲で受けた銃弾痕が今も残っている。

弾痕が見られる場所は気象台を囲う外咲の

南側部分で、約120mの長さを測る。咽は外兄

から 3袖類に分けることができ、気象台設立

当初からの遮（材質不明）と、外見の色が若

千異なる 2種類のコンクリ ー トの壁が繋げら

れている。気絞台の敷地内南側にある、気象

台設立!'¥初から建てられた発屯所施設（現在

は介庫として利用）にも弾痕が3ヶ所兄られ 南壁祈{il-(西から）

る。また外壁の西側は近年まで気象台設立当

初からの外墜が使川されており 、弾痕も残っ

ていたが、道路拡張のため外咽は改装され、

以前の外咽より 2n、東に移助した。 しか し、

地元住民の要請により以前の外壁 （弾腹が残

る）が幅2mのみ9呆仔され、現在の外壁に紺

み込まれている。

「市民の戦時 ・戦後体験記録 第三集」（石

屈 Ii史編集缶岩 .158貞）には、戦時中の石垣

島測候所に関する記述が記載されており、一

部要約すると、戦局が次第に激化の兆 しをみ

せていた当時、測候所でも防空燦を設硲する

ことが急務とされていたため、勤務時間の余

暇を利）・11して全日総出で壕掘り作業に従,]1し

ていた。空製が絞く状況でも測候1所では片時 ー 一

も業務を休むことは許されず、鉄かぶとを扱．南壁弾痕跡

ー -.52- -53-



って叉務を遂行した。 やがて空洟は連n激しいものとなり 、 石垣島にも米軍が上I~してくると予想された

ため、気象業務を111地で行うべく木逍の般洞小庄が設骰されたとのことであるが、 使用される ことのない

まま終戦を迎えたという。

南壁張痰

~· 
発電所跡 （現倉庫）弾痕

保存箇所
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19. 於茂登岳の戦争遺跡群

所{f.地 ：伍厄,n於茂登

立地（標if.'i) : 山地 （約150m-200m)

形態 ：人工淡、構築物

稲別 ：司令部跡、銃眼、陣地壕、病院総

現状 ：残存状況は概ね良好

保併状況 ：於&登岳l村に放甜．

築造者 ：独立況成第45旅1<11

築造年月 R: 1945年 （昭和20)

戦時中の使m状況：旅団司令部、野戦病院

陣地として利用

上な追構 ：燦、銃眼、司令部跡の石積み

概要

石垣島の最邸峰である於茂狂佑一幣はLil岳

地形を利用 した天然の要塞として持久、追奴

戦の拠点とされ、多数の~Ji地が構策された 。

1944年（昭和19)8月に石垣島に配備された独

立混成第45旅団1ま戟局悪化に伴い、石垣島に

も米‘平の上陸が予想されるとして1945年（昭

和20) 6 J 1101::1甲乃戦備を発令し、旅団司令

部を於茂登岳山中に移動した。また、於茂登

岳の東側1l1腹には守伽隊最終終結陣地として

野戦病院用の壕や銃眼、石積みの住店跡など

が分布している。

深い山林に広範岡に現存する於茂登岳の戦

争追跡は、時間的な制限もあり全容を把握す

ることはできなかったが、そのなかでも旅団

司令部跡と迎信隊基地跡、野戦釈院壕を主と

して、今lnl報：片する＾

旅111司令部跡1よ於茂登岳の山頂まで続く登

山道沿いに位笞する。兵合跡といわれる化1出i

岩の石禎みが一部「コ」＇刃状に 、石栢みの南

側に伝段がそれぞれ残存してはいるが、崩壊

が竹しく、当時の全形を窺い知ることはでき

ない。石積みの周辺には赤瓦も大黛に散乱し

ている。これは旅団司令部を当該地域に構築

する際、以前旅問司令部が設誼されていた八

預山1足学校や八iT!1l1甜等女学校（現 ・八重山

高校）の建物を解体し、 ,;J令邪の建築部材と

して迎ぱれたものである。司令部跡の東側に

は南北に走る小さな谷があり、谷の斜面には
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2ヶ所の壕が向かい合うように掘られてい

る。この旅団司令部跡から北東に約300mの

位招に通信隊基地跡の石積みが現在も見る

ことができる。残存状況は良好で平面形が

L字状となる土留めとしての石禎みが長さ

約llm、四さは最窃2.lm残る。石材は花岡

岩の自然石を利用しており、ほとんど崩れ

は兄られない。通信隊其地の施設があった

と思われる平場は約9mX6mで建物)j鴇礎

等は見ることはできない。

於茂登岳の東側山眼は先述した野戦病院

壕や銃眼など多数の陣地が構築されている

が深 い111林に｛没われているため、当該地

に辿り名＾くのは困難である。野戦病院壕は

山!Iiiに多数展開する陣地の一つで、凪化し

た化1.;.,i岩に掘り込まれている。壕は北1,・,)き、

怜洒1利きの2ヶ所l開口部を打し、通路が虹

通している。通路は輻0.9m-l.6m、i合；さ1.4

m-2.0m、天井はアーチ状で慨ね丁寧につ

くられている。南北に進む通路からは西向

きに掘 られた小部足を 5ヶ所布している。

小部尻はいずれもT水に構築され、唸1fiiに

部材痕や煤が付治した灯り取り、炭化した

木片が散乱している場所も兒られる。小部

圧が並ぶ通路の反対側には 2ヶ所の出人口

をもつ長方形の大部品を有している。大部

屋の内部は粗加1で天井が一部JIり落して

いる。大きさは南北に18m、東西に最大6

m を測る。またこの他にも亜直L字製桜、

弾薬糾壕と思われる、奥行2mの小規模な

壕、壕の前に虻壕をill!する壕が各 1基、銃

眼を 1ヶ所のみ配した壕が 2枯、クコ壷が

1甚確認された。

今回、於茂登岳の東軋l山腹を閲査して野

戦病餃壕を含む4基の壕、銃眼が3ヶ所、

兵舎跡の石積み、壕の通父（孔、栢壕などが

見られたが、聞在に[;;J行して瑣いたh坦 市

教行委只会の大lII~籾』、松，i::i11召;:;J両氏によ

ると凍側山腹一帯には大小10数本の壕や、

第 21図 於茂登岳東議の戦争遺跡群配置図
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銃眼が点在しているとのことである。 第 22図 壕平面図

閃みに、於茂脊岳東i*i麓にはn本•Iiの守

備隊 .EEi所隊が八即I.I中学校（現 ・伍垣中学校）の生徒を動Hして建立 したといわれる）i.l]'(山神社跡があ

る。国威裔船のために1945年（昭和20) 6月に司令部各施設の背後に相当する場所に紐立され、終戦泊：後

には戦没者況士合同慰盆祭も執り行われている。かなり広範囲に平場を茄っており 、木製の本殿はすでに

朽ちているが、縦横160cmX 180cmの本殿其墳跡や石段、参逍跡が見られる。
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第 24図壕平面図
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第 23図壕平面区
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瓦散乱状況

八雷山神社 本爵跡

o Sm 
I I 

第 25図 通信隊墓地跡平面図
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八重山神社 参道跡
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20. 登野城小学校の奉安殿

所在地 ：石垣市脊野城

立地（標裔） ：平地 （約!Om)

形態；建追物

稲別 ：その他

現状 ：比較的良好。

保存状況 ：登野城小学校内に保存

築造者 ：小明（賛野城国民学校が委託）

築迄年!"I日 ：1931年（昭和6)2月21日沿T.

戦時巾の使用状況 ：潤真影を安誼

主な追構 ：コンクリー ト造りの建近物

概 要

登野城小学校の正t"l左側には、旧登野城ltl

民学校のオ対安殿が現在も残る。奉安殿はコン

クリート製で、表面を洗い出しにより11上げ

られている。また、屋根はアーチ状に作られ

ている。鉄製の扉は鉗が進行しているが、開

けることができ、内部は御臭影を安蹂する木 •.:.•

製の棚などがそのまま残る。奉安殿に隣接し

て当時の校l"lが残っており「明治IJ七年印午 ， ： 

月建立」「沖純洵巡會・社」の銘が刻まれてい ;. •, 
~., 

る。なお、奉安殿と校1"1は校舎新築に伴い、 , . 

現在の場所に移転している。 •;••·』'

奉安殿は天皇の御其影（写真）と、天出の ふ」、ド
;―', . • ··· • t 

考えをぷした文由である教行勅胎膳本を安骰 .- ~ __: 馴
する建物で、 1891年 (Iり］治24)に学校内の一 憲安殿 （南東から）

定の場所に設けるよう法制化された。11'1登野

城国民学校には1931年（昭和6) 2月211-1に

奉安殿T事が粁工し、同年12月28Fl、御哀影

奉遷式が挙行された。戦時中、児童、隊nは

登下校の際には奉安殿に向かい飯敬礼をする

のが・/j,;となっていた。また、国家行ボの祝祭

日が学校行市として義務付けられ、奉安殿の

凹護を学校戟日が交代制で昼夜問わずに当た

っていた。

県内に現存する奉安殿は当該の他に、沖縄

本島の本部町謝化にある謝花国民学校の奉安

殿と、沖縄市美里にある美出国民学校のぶ安

殿の 2ヶ所であり、いずれも当センクーが作

成した 『沖縄県戦争迫跡詳細分布聞在」中部

紺、北部紺により報告されている。 側面 （屋根一部欠浴）

／
 
9

6

 

正面図 立面図 。 2m 断面図

I I I 

第 26図 登野城小学校の奉安殿［ 「沖縄瓜近代化迫殺（辿造物等）総合甜査報告m」より再トレース］

奉安殿 GE而）

A' 
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内部（御其影安四の棚）
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21. 崎枝の電信屋

所在地：石垣市崎枝

立地（椋科） ：平地（糸り!Om)

形態 ：構築物

種別 ：その他

現状 ：塩宮による老朽化が進む

保イイ状況： 1986年（昭和61)石垣市指定

文化財に指定

築泊者： II□l陸軍省

築泊年月日 ：1897年（明治30) 7 J」lH 

完成

戦時中の使用状況：海底祖線の中継地

主な逍構 ：建物、塀に弾痕

概要

給枝半島のほぼ南端に位誼する洵1街沿いに

約半世紀にわたってFl本本土や沖縄本島、台

洛間の通信に利用された洵底屯信陸船げ室（通

称 ・屯I肖屋）の建物翔が現存する。祖信屋は

鉄筋コンクリート辺りで、壁はレンガ積みに

漆喰とセメントで上冷りされているが、戦時

巾の様銃flil射による弾痕により壁の内部に

あるレンガが剥き出しになっている。屋根は

緩い傾斜のりJ表で内部から見ると、内部は老

朽化によるコンクリーいの落ドで鉄筋が剥き

mしになっている。仕物の南側（海1判側）に

は、防鴻のための石積みが施され・ている。

屯侶届は旧陸軍省が13r'i'l戦争後、 I]本の領打

となった台湾の監視と、植民地政策を進める

ための軍事上の目的から、 1897年（明治30)7 

月 1日当該地域に海底笥信陸揚げ室を建設、

完成した。それにより、海脳屯線の巾継地と

して日本本土から台消までの通信回線が1m通

した。屯信展9む太平洋戦争時に、米英軍の攻

撃!=I楳となり、 1945年（昭和20)に焼失する

こととなった。

1985年（昭和60)にそれまで祖信）至を笠理

していた日本屯屯公社が民営化に移行するの

に伴い、石坦市に祢附。翌年には石底tj指定

文化財に指定された。現在では市民の文化財

めぐりや、戦跡学習に利Illされている。

トイレ跡

鉄筋霞出状況

裏側―ー一弾痕
防護石積
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22. 前勢岳南麓の砲台跡

所（:t地 ：石J亘市新川

立地（標品） ： ill筑（約100ml

形態：構築物

種別：砲台

現状 ：咆台固辺の石積みが残る。

保付状況 ：前努岳南麓に放必＇

築逍者 ：柏改機関銃第19大隊

築造年月 B: 1944年（昭和19)10月以降

戦時中の使用状況： 15cmカノン砲を設府

上な迫構 ：砲台周辺の石積み

概要

石垣品の南西部に位設する前勢岳、その1柑

流となる斜面地に戦時中、独立機関銃第19人・

隊が15cmカノン砲を設買していた。現在、残

存しているのは砲台跡周辺に瓦さ0.5m-l m 

の石積みが点(f.している。石租みはチャ ー1ヽ

を利mしており、H地にはコンクリー トを流

し込んで補強している。部分的に残存状況が

良好なところも見られるが、iii!壊し、石が散

乱している悦所が日ヽ/.つ。石積みから北方向

に、逆fL」字状の一見、哲磁のような大きな

邪みが見られるが、窪みの先沿部は略方形に

なっており、おそらくその部分が砲台跡に相

当するものと考えられる。制り込みの規校は

約10,nX 5 mで描鈴状に沿ち込む。現在、砲

台跡のすぐ南側は牧場が広がり、東方約500m

の位牲には、沖縄県イjJii少年白然の家が姓て

られている。

当該地域に15cmカノン砲を設；符した独立様

関銃第19大隊 （大隊長 ・小島滅大尉）は、『先

島群屈作戦」によると、「19、U年（昭和19)8 

月15日山形市に於て褐成究結、同年!OJI頃、

布垣島に !'.鼓、独立浪成第45旅団の指揮 Fに

人る」とある。15cmカノン1泡は市街地に向け

伽え付けられたが、戦後、米'.q.(によって破瑕

されてしまったとのことである.JJ/. 在は雑木

が緊茂しているため述望することはできない

が、かつては石幻市街地を南側に製むことが

でき、砲台設誼椋所として好条件であったこ -

とが容易に想像できる。 高射砲跡周辺石積
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23. 大浜ナーカーラの壕

所在地： 石垣市大浜

立地 （探硲） ：平地 （約10ml

形態；人工壕

種別 ：陣地壕

現状 ： 残存状況は良~f

保イ-:i:状況 ：磯迎II沿いに放凶

築造者 ：海軍巌部隊

築造年月 8: 1944年 （昭和19)10n以降

戦時巾の使用状況 ： ~II地として利用

主な迅構 ：壕、燦風除けの石積み

概要

石垣品最火の河川である宮良川、 その西ガ

には小規模な穀辺!IIも流れているが、その I::
流沿いには戦I~\'巾、海軍巌部隊が構築したと

いわれる大浜ナーカーラの壕が現存する。壕 F・

はコンクリー ト製で、北東方向に開11する。

開口部（寸近に土砂が流れ込んでいるが、崩箔

も見られず、残存状況は良好である。幅2.3m、

屈さ2.lm、奥行9.3mをそれぞれ測る。内部に

は、休而には十砂がやや堆積するが、コンク

リート製の土台 (HI途不明）を 2ヶ／所見るこ

とができる。アーチ状の天井には、開口部か

ら5mの地点には縦30cm、横50cm、奥行90cm

の通会（孔があり、外部からも兄ることができ

る。ほのIIり口部1iflには、燦）叫除けの石積みが

兄ることができる。石灰出を利JlJし、表面だ

けセメントを流し込んでいる。石積みぱ裔さ

約1.8m、船は最大で1.6mで．爆風除けの外j){IJ

は開口部傭からカーブしながら西方向へ約5

mに亘って情築されている。さらに、燦風除

けの内側I(壕の開口部側）にはコンクリート

辺りの階段が7段設宥されている。

当該の壕を構築したといわれる海,f(巌部隊

は佐世保鎖守府笠下で編成された（左jlt保航空

隊石垣,::i派逍隊のことで、巌部條と呼称され

た。基地の特伽、燃料弾薬の集積補給、発沿

機の整備、誘ねが主卵業務であった＾
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24. バンナ岳の戦争遺跡群

所在地 ：石垣tli大川、石m
立地（標託） ：山地（約70m-230m)

形態 ：人工壕、虹桜、クコ傘

種別：陣地壕

現状 ：残｛千状況（よ良好

保存状況 ：バンナ岳に放誼

築造者 ：石垣蛉洵軍笞伽隊、独立歩兵第

271大隊、陸屯特設第4特戒隊

築追年n日：1944年 （昭利119)

戦時中の使用状況 ：Mi地
ヤな遺梢 ：壕、煤瓜除けの石積み、匝壕、

クコ壷など

第 27図 大浜ナーカーラの壕

概 要

石垣市街地の北方約,1krnに位腔するバンナ

岳一帯は現任、県営パンナ公園として知られ

ているが、沖細戦U、卜には多種多様な陣地が構

築された地域でもある。その中で今同報告す

る戦争逍跡は4ヶ所で、陣地を構築した部條

もそれぞれ~-収なるが 、 Jぶ大な範囲に点存する

これらの戦争迫跡をバンナ岳の戦争遺跡群と

して、今同報告することとする。

パンナ岳の南麓、現{-£の八頂守の塔の東方

に位逍する松林内にはタコ益、堅壕がそれぞ

れ3ヶ所確認できた。岨壕は長いもので約20 L 
--..-..u~ -

.:・---...::_ ,. 
., ―1 m 、 l~i\は平均約 2m、深さは約0、5m- lm程 南麓タコ壺 ・暫壕群演号 （北西から）

である。タコ,i1(は直径約90cm-120cm、深さは

約50cmである。これらの斬I・ほ、クコ壷の付近

には戦時中、使用されていた井戸跡があった

とのことだが、今同確認することはできなか

った。

バンナ岳の両麓、県道石垣 ・浅田線 (208り
線）の東側に位四する山朴内にコンクリート

製の壕のf/f-11コ部が現(fも残る。壕は平1/ii形で

逆「U」字状の墜面に2ヶ所開口させている。

1:ii向きと西向きにそれぞれ開口するが、内部

は殆ど坪没している。また、開口部から」：．の

壁面は、})モをつくっているのも特徴である。

この壕が立地する斜而の山を越えた反対側（北

恨11)斜面には、爆屈除けの伍梢みが見られる。 ―̀ , , ____烹鋼
燦風除けはh灰宕にコンクリ ート を繋げて構 南麓の堅壕
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築、平面形で逆「L」字状につくられている。

パンナ岳南麓を戦時中、駐屯区域にしていた部隊は独立歩兵第271大隊で、先述した南競のタコ壷・暫壕

は同大隊が、また西碗のI~もクコ壷 ・哲壕がある地域から約500mしか離れていないため、同部隊が柑築し

た可能性が考えられる．

標高230mのバンナ岳頂上付近の111林には、索掘りの壕が2ヶ所兄られる。壕は詭い岩盤（粘板宕か）に

掘り込まれており、 2ヶ所とも東に開口する。壕①は船2.4m、科さ1.7m、奥行は約2mをそれぞれ測る。

壕②は平面形でL字状に掘られており、天井は三角形状につくられている。総延長は約8.2mである。内部

雌滴した土砂が堆租しているが、床面にはコンクリー 1、製の土台が2ヶ所設四されているのが確認でき

た。また、壁画には部材痕も見ることができる＾戦時屯バンナ岳頂上にはレーダー施設が構築されてお

り、当該の壕はそれにf'I'-う施設と考えられる。

パンナ岳束桃に位沼する1LI林には戦時中、石出島海軍磐備隊が構築した培が現在も残る。壕は下部にJII

が流れる谷の南恨lj斜而に掘られており、りり口部は上砂で半分ほど埋まっている 。 内部のJ~n:は概ね粗いが、

比較的残存状況は良好である。1送は一直線状に掘られ、似、況さともに1.8m、奥行は約lOmを測る。壕の

周辺には、戦前のピール瓶などの追物が散乱している。この海軍碧備隊が構築した壕は 3ヶ所あるとのこ

とで踏査を行ったが、確認できたのは先述した 1ヶ所のみであった。

上記した 4ヶ所の戦争追跡の他にも、パンナ岳一幣には'I'前に確認、報告されている戦争遺跡があるが、

限られた期間IJ;Jの潤査であったため、本報告で閑査、報告することはできなかった。また、バンナ岳一帯

はパンナスカイライン（逍路）や鉄塔設爵などで人上救伽されている箇所はあるものの、大部分が山林と

して戦時中と変わらない状況であることから、今後、新たな戦争遺跡が確認されていく可能性が考えられ

る。

第 28図 パンナ岳の戟争遺跡群配置図
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三第 29図 ③タコ壺．暫壕群平面図
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25. 前勢岳の壕 ・暫壕 ヽ

所在地 ：石垣rli新川

立地（標況） ：山地 （約140m-190m)

形態 ：人］灌t磁

種別：陣地壕 ・整9桑

現状 ：壕は入I.Jが一部崩蕗、壁壕は僅か

に埋没している

i呆仔状況：前勢岳南麓に所在する石垣島

少年自然の家の敷地内に放誼

築造者 ：不明

策造年月 El: 1944年（昭和19)頃

戦時中の使用状況 ：陣地と して利川

主な迫構 ：壕、堅壕

概要

前勢岳の南麓、頂上近くに壕と蛸壕がそれ

ぞれ l基づつ残存している。現在は石垣島少

年自然の家のハイキングコースになっており、

山逍に接しているので容粉に確認することが

できる。壕は岩盤を掘り込んで描築しており、

釦 .7m、奥行4.4m、岱さは 2mを測る。壕にl

は西側を向いており、船い府盤のため壕「1の

一部が崩落している。天井及び咆はややT寧

に削っており 、床面も平J廿である。

照壕は上記の壕の北凍側に近接して忙骰さ

れており長さは15mを測る。9叫l」を掘り込

んでおり、幡は人一人通れる程しかない，―• 前勢岳凜景（南東から）

部、埋没しているものの、全体的に残イイ状況

は良好であるため、全体の形状は窺い知る こ

とができる。両瑞はクコ壷状の窪みが見られ

ることから、形態的には2つのクコ壺を結ぶ

ようにして蛍壕が拙られているよう に兄える。

前勢岳の北川IJから南側に伸びる小尾根が途切

れる部分に配溢されており、地形的には尾根

が戦略」：．の焦点になっていることが解る。

これらのJ袋唖壕の配爵から前勢岳を中心

とする防衛体制が敷かれていたことを流み取

ることができ、今後における更なる濁在でその

具体像が明稲になってくる可能性は硲い。
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第 30図 前勢岳の壕 ・艇壕
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藍壕平面図

前勢岳頂上付近の壕
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26. ヘーギナー壕 ・三連結壕

所K地 ：石垣,,,呉栄甲

立地（標，fr,) : 平地 (l0m-30m)

形態 ：人上壕

種別 ：陣地壕

現状 ：ヘーギナー壕ぱ壕LI部分が埋没してお

り、内部への侵人は不可能、 一'・連結壕

はほぼ完全な形で残付する

保存状況 ：原野内に放凶

築造者 ：佐lit保航窄隊石垣島派逍隊

築辺年JIl:l : 19444'-〈昭和19)頃

戦時中の使用状況 ：','lei波探知様、発屯機を

設囲

主な逍1/4:コンクリートで構築した壕、発

屯機の設蹂台、壕「l前の石積み

概要

宮良川上流の南側1¥面に石垣島でも最大規

校を有する壕が2碁掘り込まれている。かつ

ての平❖f名飛行場跡から北束へ約200mに 2

店の壕が隣接して配図されている。現イtは周

辺は畑地と洗蕪地となっており、畑地から荒

蕪地ヘ卜る斜面途中にヘーギナーJ~、斜面を

下りきった原野内に三連結壕の壕LIが北側に

向けて開いているのが解る。

三連結壕は先述した研究センクーの北東を

流れるg良川上流沿いに位iaする．先述した

ように三本の壕を連結した桜で、伍灰岩を紫

掘りで掘り込んだI塁 (A壕）とコンクリート

で構築した壕 (C圏、索Jliiりとコンクリート

を併用している壕 (Bli)に分類される。一ー・

本のIf口は全て北利きで、総延長は約120mを

測る，A壕からBf文に繋がる索掘りの部分は

令体的に祖1.111..lだが、喉面の部材痕はT平な

つくりとなっている。内部にはガラス瓶、 木

片が散乱しており、小石もかなり休面に落ち

ている。一方、 Bl條からC壕に緊がる コンク

リートの部分は、天升をアーチ状に椛築し、

発屯機を設四したコンクリー トの台座が2払
残る。また、床而もコンクリート貼りになっ

ている。13壕の入口前には鍵型に石積みを配

.. , —` ばした燦凪除けが見られる。 3ヶ所ある壕口 A壕入口

の前には煤原除けの石積みが兄られ、進入路は鍵形に屈曲させているのが解る。特に崩落、改変等は見ら

れず、残存状況は柘めて良好である。

上記の三連結壕の西側には、観音寺部隊が使用した石煩島内で最大といわれるヘーギナー壕がイi在する。

石灰岩に掘り込まれており、最近まで内部に入ることができたが現在は落盤固所が多く、入口が石灰岩塊

で塞がっているため、人口の現状を確認するに留ま った。石垣市教育委只会の大田静易氏によると内部は

広く 、東西約150niで床面から天井までは約 3mを測るとのことである。

これらの壕の構築作業は、平喜名飛行場の建設の際に述れてこられた朝鮮人をはじめ乎符地区の9キ民も

徴用されたという。闘き取り講社では壕掘りの作業は主にツルハシによる掘削作菜が行われ、昼夜交代制

で軍の監視下で進められたとのことである。
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第 31図 三連結壕の平面図及び断面図 (f八亘山の戦争」よりjlJI・レース）
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